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地
方
近
代
化
基
金
ར
ࢠ
ิ
給
率
変
ߋ

東
ト
協
８
年
度
ୈ
１
回
労
務
ް
生
ҕ
員
会

東
ト
協
８
年
度
ୈ
１
回
環
境
ҕ
員
会

９
年
度「
東
京
都
」へ
の
特
別
要
望

ୈ
２
回
適
正
ݪ
価
設
定
༗
識
者
検
討
会

３４４５７

都
議
会
各
ౘ
に
よ
る
９
年

度
都
༧
算
な
ど
に
関
す
る
ώ

ア
Ϧ
ン
グ
に
は
、
水
野
会
長

と
ླ
木
ོ
志
෭
会
長（
੫
制

金
༥
ҕ
員
長
）を
は
じ
め
、

各
෭
会
長
や
本
部
事
務
局
໾

員
ら
が
出
੮
。
東
ト
協
の
要

望
ॻ
と
と
も
に
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
要
望
ॻ
も
ఏ

出
し
、
業
界
要
望
の
実
ݱ
と

支
ԉ
を
要
請
し
た
。

東
ト
協
の
特
別
要
望
は
全

10
項
目
で
、「
多
༷
な
人
材

が
ब
労
で
き
る
よ
う
な
労
働

ྗ
対
ࡦ
」「
高
଎
道
࿏
の
料
金

対
ࡦ
ʗ
ट
都
高
଎
に
お
け
る

伴
い
、
交
付
額
が
長
期
的
に

減
少
す
る
こ
と
が
૝
定
さ
れ

る
中
、
制
度
は
５
年
間
ҡ
持

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

の
、
交
付
額
の
減
少
や
制
度

ഇ
止
は
、
݈
全
な
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
ҡ
持
・
発
ల
に

ਙ
大
な
影
響
を
及
΅
し
、
݁

Ռ
と
し
て
東
京
の
物
流
機

ೳ
、
特
に
ࡂ
֐
時
の
輸
送
機

ೳ
確
อ
が
ࠔ
೉
に
な
る
」
と

ड़
べ
た
上
で
、
重
点
要
望
の

１
つ
と
し
て
、
交
付
金
の
増

額
を
強
く
ૌ
え
た
。

引
き
続
き
、
ླ
木
෭
会
長

が
ほ
か
の
重
点
要
望
に
つ
い

て
આ
明
。

１
つ
目
は
、
深
ࠁ
化
す
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
୲

い
手
不
଍
に
つ
い
て
、
事
業

者
の
౒
ྗ
だ
け
で
は
改
ળ
が

೉
し
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平

均
年
ྸ
も
50
ࡀ
を
௒
え
て
上

昇
܏
向
に
あ
る
と
ࢦ
ఠ
。
事

業
継
続
に
は
、
ए
年
૚
や
ঁ

性
の
࠾
用
・
定
ண
に
向
け
た

ڭ
育
支
ԉ
や
、
働
き
や
す
い

৬
場
環
境
の
੔
උ
へ
の
さ
ら

な
る
支
ԉ
が
必
要
と
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
࠾
用
に
向
け
た

検
討
・
取
り
組
み
を
ਐ
め

て
い
る
も
の
の
、
多
額
の
コ

ス
ト
が
か
か
る
ݱ
状
を
౿
ま

え
、
特
定
ٕ
ೳ
制
度
を
活
用

し
た
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の

円
׈
な
受
け
入
れ
に
向
け
、

人
材
࠾
用
、
安
全
ڭ
育
、
日

本
ޠ
ݚ
म
な
ど
へ
の
支
ԉ
を

要
請
し
た
。

２
つ
目
は
、８
年
７
月
に

公
表
し
た
ट
都
高
଎
道
࿏
料

金
改
定
で
、
中
ܕ
車
・
大
ܕ

車
・
特
大
車
を
対
象
と
す
る

大
ޱ
・
多
ස
度
割
引
の
֦
ॆ

ા
ஔ
が
12
年
７
月
か
ら
縮
小

さ
れ
、
13
年
３
月
຤
で
ऴ
ྃ

す
る
方
਑
が
示
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
事
業
者
負
୲
の

増
加
は
事
業
継
続
を
ة
う
く

し
、
α
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

分
அ
を
ট
き
か
Ͷ
な
い
と
し

て
、
方
਑
の
ఫ
回
と
ݱ
行
割

引
制
度
の
継
続
を
求
め
た
。

３
つ
目
は
、
東
京
都
の
̯

̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
ಋ
入
ॿ
੒
制

度
に
つ
い
て
、
車
྆
ಋ
入
経

費
や
燃
料
費
の
実
࣭
負
୲
が

デ
ィ
ー
θ
ル
ト
ラ
ッ
ク
に
比

べ
ஶ
し
く
高
く
、
ॆ
ర
・
ॆ

ి
設
උ
に
も
制
約
が
あ
る
た

め
、
ಋ
入
が
ਐ
ん
で
い
な
い

ݱ
状
を
આ
明
。
経
ࡁ
໘
・
運

用
໘
で
不
安
な
く
ಋ
入
で
き

る
よ
う
、
イ
ン
フ
ラ
੔
උ
の

国
౔
交
通
省
は
９
月
16
日

ޕ
前
10
時
30
分
か
ら
正
ޕ
ま

で
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
ڞ
催
で「
物
流
ޮ
率
化
法

に
関
す
る
特
定
՟
物
自
動
車

運
送
事
業
者
を
対
象
と
し
た

આ
明
会
」
を
ハ
イ
ブ
Ϧ
ッ
ド

大
ޱ
・
多
ස
度
割
引
制
度
の

ҡ
持
・
継
続
」「
環
境
に
関
す

る
取
組
み
へ
の
支
ԉ
ʗ
̯
̚

̫
ト
ラ
ッ
ク
の
ී
及
ଅ
ਐ
」

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
経

営
基
൫
確
ཱ
対
ࡦ
」
を
重
点

要
望
と
Ґ
ஔ
づ
け
た
。

水
野
会
長
は
要
望
に
当
た

り
、「
ࢲ
ど
も
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
は
、
都
ຽ
の
฻
ら

し
や
経
ࡁ
活
動
を
支
え
る
Τ

ッ
η
ン
シ
ャ
ル
ϫ
ー
カ
ー
と

し
て
の
重
要
な
໾
割
を
自
֮

し
、
輸
送
ೳ
ྗ
の
不
଍
が
ݦ

ࡏ
化
し
な
い
よ

う
必
ࢮ
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
す

で
に
ൟ
๩
期
を
中
৺
に
人
員

不
଍
や
輸
送
ࠔ
೉
な
ど
の
問

題
が
発
生
し
、
౒
ྗ
も
ݶ
界

を
ܴ
え
つ
つ
あ
る
」と
આ
明
。

ま
た
、「
協
会
が
主
ಋ
し
て

ਐ
め
る
交
通
安
全
対
ࡦ
、
環

境
対
ࡦ
、
緊
ٸ
輸
送
対
ࡦ
な

ど
の
公
ڞ
性
を
౿
ま
え
た
取

り
組
み
に
は
、
東
京
都
運
輸

事
業
ৼ
ڵ
ॿ
੒
交
付
金
が
不

Մ
ܽ
」と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、「
環
境
対
ࡦ
に

よ
る
燃
料
࢖
用
ྔ
の
࡟
減
に

こ
と
を
ݺ
び
か
け
、
ܰ
༉
引

取
੫（
１
Ἄ
当
た
り
15
円
）

の
適
正
な
ೲ
付
と
不
正
ܰ
༉

の
ࠜ
ઈ
を
ૌ
え
て
い
る
。

不
正
ܰ
༉
と
は
、
ܰ
༉
引

取
੫
が
՝
੫
さ
れ
な
い
౮
༉

や
重
༉
な
ど
を
ܰ
༉
と
ࠞ
ͥ

合
わ
せ
た
も
の
で
、
ܰ
༉
引

取
੫
の
ೲ
付
を
不
正
に
໔
れ

る
୤
੫
行
ҝ
で
あ
る
と
と
も

に
、Τ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
や
、

大
ؾ
Ԛ
છ
の
ݪ
Ҽ
に
も
な

り
、൜
ࡑ
行
ҝ
と
し
て
い
る
。

都
は
、
都
と
東
ト
協
な
ど

ຽ
間
４
ஂ
体
で
ߏ
੒
す
る
東

京
都
不
正
ܰ
༉
๾
໓
ਪ
ਐ
協

議
会
と
連
ܞ
し
、「
不
正
ܰ

༉
๾
໓
作
ઓ
」
を
ల
開
し
、

関
܎
ஂ
体
と
連
ܞ
し
た
؂
ࢹ

を
実
ࢪ
し
て
い
る
。

ま
た
、
不
正
ܰ
༉
の
流
通

抑
止
や
情
報
を
受
け
付
け
る

た
め
の「
不
正
ܰ
༉
１
１
０

番（
フ
Ϧ
ー
μ
イ
Ϡ
ル
０
１

２
０
・
２
３
１
・
７
９
３
）」

を
設
ஔ
し
て

お
り
、
प
知

を
ਤ
る
た
め

各
छ
̥
̧
を

行
う
な
ど
ܒ

発
活
動
を
ਐ

め
て
い
る
。

関
東
運
輸
局

（
ᖒ
Ҫ
ढ़
局
長
）

は
８
月
31
日
、

ԣ
඿
ࢢ
の
ԣ
඿

ୈ
２
合
同
ி
ࣷ

で
、「
２
０
２

６
年
度
関
東
地

域
事
業
用
自
動

車
安
全
対
ࡦ
会
議
」
を
開
催

し
た
。

๯
಄
、ᖒ
Ҫ
局
長
は
、「
؅

಺
の
事
業
用
自
動
車
の
事
故

件
数
は
、５
年
の
ス
ύ
ン
で

み
る
と
コ
ロ
ナ
禍
で
ٸ
ܹ
に

減
少
し
た
が
、
全
体
で
は
ԣ

ば
い
か
ら
ඍ
増
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
事
故
件
数
の

࡟
減
な
ど
、
目
ඪ
を
定
め
た

ứ
関
東
地
域
事
業
用
自
動
車

安
全
ࢪ
ࡦ
２
０
３
０
Ừ
を
審

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

会
議
で
は
、
関
運
局
؅
಺

の
事
業
用
自
動
車
の
事
故
発

生
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
た
ほ
か
、「
関
東
地
域
事

業
用
自
動
車
安
全
ࢪ
ࡦ
２
０

東
京
都
主
੫
局
は

10
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
、「
不
正
ܰ
༉

防
止
強
化
月
間
」
の

取
り
組
み
と
し
て
、

今
年
度
の
̥
̧
チ
ラ

シ（
ࣸ
ਅ
）を
作
੒

し
、
不
正
ܰ
༉
の
࢖

用
・
੡
଄
・
ൢ
売
の

防
止
を
広
く
ݺ
び

か
け
て
い
る（
ຊ
߸

ʹ
Ҋ
಺
ν
ϥ
γ
Λ
ಉ

෧
）。チラ

シ
で
は
、
不

正
ܰ
༉
を「
作
ら
な

い
・
࢖
わ
な
い
・
売

ら
な
い・買
わ
な
い
」

ਪ
ਐ
に
加
え
、
ิ
ॿ
対
象
経

費
の
ൣ
ғ
や
ิ
ॿ
単
価
・
上

ݶ
額
の
見
௚
し
な
ど
、
ಋ
入

ଅ
ਐ
に
向
け
た
支
ԉ
を
求
め

た
。こ

の
ほ
か
、
ՙ
主
ࢪ
設
಺

で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ト
イ
レ
を

࢖
用
で
き
な
い
問
題
や
、
ற

車
場
の
確
อ
、
ҧ
法
ற
車
問

題
な
ど
、
業
界
が
๊
え
る
実

情
も
ૌ
え
た
。
各
ౘ
議
員
か

ら
は
、
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
࠾
用
動
向
に
関
す
る
࣭
問

が
د
せ
ら
れ
た
。

方
式
で
開
催
す
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
の
定
員
は
１
０
０

０
人（
定
員
に
な
り
次
ୈ
క

め
切
り
）。
８
月
18
日
に
開

催
し
た
આ
明
会
と
同
಺
༰
。

ࢀ
加
申
し
込
み
は
、
申
込

フ
Ỽ
ー
Ϝ
か
ら
。
ৄ
ࡉ
は
、

東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
を
ࢀ

র
。

３
０
」（
Ҋ
）に
つ
い
て
審
議

し
た
。

ま
た
、
各
業
界
ஂ
体
の
取

り
組
み
で
は
、
ҕ
員
と
し
て

出
੮
し
た
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の「
関
東
ݍ
に
お
け
る
自

動
車
事
故
防
止
対
ࡦ
検
討

会
」
の
ௗ
ϊ
ւ

ֶ
ҕ
員
長（
東

ト
協
෭
会
長
・

運
輸
安
全
ҕ
員

長
）と
同
ࢁ
㟒

正
ઐ
務
ཧ
事

（
東
ト
協
ઐ
務

ཧ
事
）
が
、
過

去
の
事
例
に
基

づ
く
݈
߁
起
Ҽ

事
故
防
止
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者

の
適
切
な
運
行

؅
ཧ
と
安
৺
経
営
の
た
め
の

̞
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
飲

酒
運
స
防
止
に
向
け
た
調
査

報
告
ॻ
な
ど
の
取
り
組
み
を

঺
հ
し
た
。

今
後
、
会
議
で
出
さ
れ
た

意
見
を
౿
ま
え
て
同
ࢪ
ࡦ
を

ࡦ
定
し
、
業
界
全
体
で
目
ඪ

達
੒
に
向
け
、
一
ؙ
と
な
っ

て
取
り
組
Ή
方
਑
。

౎ຽϑΝーεトの会౦ژ౎ٞஂ

౦ژ౎ٞ会ࣗ༝ຽओౘ

౎ٞ会ެ໌ౘ

東
τ
ڠ

̕
೥
౓

労
働
力
対
策
・
首
都
高
割
引
・
Ｚ
Ｅ
Ｖ
支
援
求
め
る

౦
ژ
の
෺
ྲྀ
ҡ
࣋
ʹ
ަ
෇
ۚ
૿
ֹ
を

౦
ژ
౎
΁
ಛ
ผ
ཁ
๬
を
ఏ
ग़

トラックフェスタ2026

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）

は
９
月
３
日
、都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東

京
都
議
団
・
都
議
会
公
明
党
・
東
京
都
議

会
自
由
民
主
党
に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
令
和

９
年
度「
東
京
都
へ
の
特
別
要
望
」を
提

出
し
た
。
２
０
３
０
年
に
予
測
さ
れ
る
ド

ラ
イ
バ
ー（
輸
送
能
力
）不
足
の
解
消
に

向
け
、法
改
正
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

中
、「
労
働
力
対
策
」を
重
点
要
望
と
し
て

掲
げ
た
ほ
か
、都
内
で
営
業
す
る
事
業
者

の
立
場
か
ら「
首
都
高
割
引
の
継
続
」「
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ー
ク
ル（
Ｚ
Ｅ
Ｖ
）

ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
支
援
」を
強
く
要
請
。

事
業
継
続
を
は
じ
め
、交
通
安
全
対
策
や

環
境
対
策
、ま
た
、災
害
時
の
緊
急
輸
送

対
策
な
ど
の
基
盤
と
な
る「
東
京
都
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
」の
増
額
も
求
め

た
。

（
ཁ
๬
߲
໨
͸
̑
໘
ܝ
ࡌ
）

10݄͸「不正軽油防止強化月間」౦ژ౎
ओ੫ہ

９月12日 ●�
代々木公園

౦τڠ （
̒
໘
ʹ
ؔ
࿈
）

ؔ౦҆શࡦ̎ࢪ ̌̏ Λ̌৹ٞ

ؔ
運
局

ؔ౦஍Ҭۀࣄ༻
ࣗಈं҆શձٞ

ࠃ
ަ
省

શ
τ
ڠ

෺
ޮ
๏
ಛ
ఆ
՟
෺

ӡ
ૹ
ࣄ
ۀ
者
޲
͚
આ
໌
ձ

̕
月
16
日
開
催
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国
交
省
は
８
月
28
日
、
ྩ

和
９
年
度
༧
算
֓
算
要
求
֓

要
を
公
表
し
た
。

༧
算
֓
算
要
求
額
は
、
一

ൠ
会
計
８
ஹ
７
６
９
４
ԯ

円
、
東
日
本
大
਒
ࡂ
෮
ڵ
特

別
会
計
３
５
９

ԯ
円
、
ࡒ
੓
౤
༥

資
２
ஹ
１
３
４
ԯ

円
。物

流
・
自
動
車

局
関
܎
༧
算
֓
算

要
求
֓
要
で
は
、

９
年
度
֓
算
要
求

額
と
し
て
１
１
８

６
ԯ
円（
前
年
度

比
１
・
７
倍
）を

設
定
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関

連
の
要
求
಺
༰（
カ
ッ
コ
಺

は
要
求
額
、
対
前
年
度
比
）

は
、【
物
流
ֵ
新
の
ൈ
本
的

強
化
】の
う
ち「
物
流
の
生

産
性
向
上
・
঎
׳
行
の
見
௚

し
と
人
材
の
確
อ
」（
１
６
９

ԯ
４
８
０
０
万
円
の
಺
数
）

と
し
て
、「
発
ண
ՙ
主
の
঎

׳
श
変
ֵ
」（
61
ԯ
９
０
０
０

万
円
）、「
物
流
ޮ
率
化
ू
中

ଅ
ਐ
事
業
」（
30
ԯ
円
）、「
ՙ

経
ࡁ
産
業
省
は
８

月
27
日
、
関
܎
事
業

者
ஂ
体
を
通
じ
、
੺

ᖒ
྄
正
大
ਉ
໊
で

「
２
０
２
６
年
９
月ứ
価
格

交
ব
ଅ
ਐ
月
間
Ừ
の
実
ࢪ
に

つ
い
て
」の
文
ॻ
を
発
出
し
、

ࡿ
下
の
事
業
者
に
प
知
ప
ఈ

を
求
め
た
。

中
東
情
勢
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
ݪ
材
料
価
格
や
Τ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
な
ど
が
上

国
౔
交
通
省

は
こ
の
ほ
ど
、

関
܎
業
界
ஂ
体

を
通
じ「
ࡂ
֐

時
౳
に
お
け
る

՟
物
自
動
車
運

送
事
業
の
運
స

者
બ
೚
要
件
に

つ
い
て
」
の
文

ॻ
を
発
出
し
、

ࡿ
下
の
会
員
事

業
者
に
प
知
ప
ఈ
を
求
め

た
。こ

れ
は
、
ࡂ
֐
時
な
ど
緊

ٸ
を
要
す
る
状
況
に
お
け
る
、

՟
物
自
動
車
運
送
事
業
の
運

స
者
બ
೚
要
件
に
つ
い
て
、

改
め
て
特
例
ા
ஔ
を
示
し
た

も
の
。
ࡂ
֐
な
ど
に
よ
っ
て

運
స
者
不
଍
が
生
じ
た
場

合
、
一
定
の
৚
件
の
も
と
、

他
の
運
送
事
業
者
か
ら
೿
ݣ

さ
れ
た
運
స
者
を
ྟ
時
に
બ

೚
し
て
運
行
で
き
る
こ
と
を

明
確
化
し
た
。
主
な
಺
༰
は

次
の
通
り
。

況
な
ど
を
確

認
す
る
ア
ン

έ
ー
ト
調
査

を
実
ࢪ
し
、
݁
Ռ
を
公
表
す

る
。
ま
た
、
取
り
組
み
状
況

が
๕
し
く
な
い
発
஫
ଆ
企
業

に
対
し
て
は
、
受
ୗ
中
小
企

業
ৼ
ڵ
法
に
基
づ
き
、
事
業

所
؅
大
ਉ
໊
に
よ
る
ࢦ
ಋ
・

ॿ
ݴ
、
ק
঑
を
行
う
な
ど
、

取
引
状
況
の
改
ળ
を
ଅ
す
。

調
査
で
ಘ
ら
れ
た
情
報
も
活

用
し
、
ਝ
଎
な
状
況
改
ળ
に

向
け
た
஫
意
ש
起
を
行
う
。

主
な
取
り
組
み
は
次
の
通

り
。価

格
交
ব
・
価
格
స
Շ
へ

の
ੵ
ۃ
的
な
対
応
「̃
労
務

費
の
適
切
な
స
Շ
の

た
め
の
価
格
交
ব
に

関
す
る
ࢦ
਑
」
の
प

知
と
ੵ
ۃ
的
な
活
用

˜
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
へ
の
協
ྗ
˜
中

小
受
ୗ
取
引
適
正
化

法
・
受
ୗ
中
小
企
業

ৼ
ڵ
法
の
改
正
಺
༰

の
प
知
・
ప
ఈ
˜
ύ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ߏ

ங
એ
ݴ
へ
の
ࢀ
加

必
要
な
員
数
の
運
స
者
が
確

อ
さ
れ
て
い
な
い
と
判
அ
さ

れ
な
い
。

３
⁒
他
の
一
ൠ
՟
物
自

動
車
運
送
事
業
者（
例
え
ば
、

ྟ
時
೿
ݣ
運
స
者
を
ৗ
時
બ

೚
し
て
い
る
事
業
者
）か
ら

の
ྟ
時
೿
ݣ
運
స
者
に
つ
い

て
は
、
೿
ݣ
ઌ
事
業
者
で
は

な
く
、
他
の
一
ൠ
՟
物
自
動

計
上
。
こ
の
う
ち
、
物
流
関

܎
は
２
０
９
ԯ
４
８
０
０
万

円（
同
８・０
倍
）と
な
っ
た
。

同
局
で
は
、「
総
合
物
流
ࢪ

ࡦ
大
ߝ
」
を
౿
ま
え
た
物
流

ֵ
新
の
ൈ
本
的
強
化
、
自
動

車
運
送
業
お
よ

び
੔
උ
業
に
お

け
る
人
材
確
อ

౳
の
ਪ
ਐ
、
自

動
運
స
社
会
に
対
応
し
た
̙

̭
の
ਪ
ਐ
౳
、
୤
୸
ૉ
社
会

の
実
ݱ
に
向
け
た
自
動
車
分

野
の
̜
̭
の
ਪ
ਐ
、
自
動
車

事
故
ඃ
֐
者
ٹ
ࡁ
、
事
故
防

止
・
安
全
対
ࡦ
の
ਪ
ਐ
౳
Ổ

Ổ
を
༧
算
の
５
本
ப
と
し
て

こ
の
ほ
か
、【
人
材
確
อ

౳
の
ਪ
ਐ
】で
は「
自
動
車

運
送
業
に
お
け
る
外
国
人
材

の
適
正
な
受
入
環
境
の
確

อ
」（
６
０
０
０
万
円
、10
・

５
倍
）、【
̜
̭
の
ਪ
ਐ
】で

は「
঎
用
ి
動
車
の
性
ೳ
ධ

価
・
ಋ
入
ଅ
ਐ
事
業
」（
６
ԯ

６
６
０
０
万
円
、新
規
）、【
事

故
防
止
・
安
全
対
ࡦ
の
ਪ

ਐ
】で
は「
自
動
車
運
送
事

業
の
安
全
総
合
対
ࡦ
事
業
」

（
23
ԯ
８
４
０
０
万
円
、１
・

３
倍
）、「
自
動
車
運
送
事
業

の
安
全
対
ࡦ
事
業
」（
５
ԯ
２

５
０
０
万
円
、
１
・
４
倍
）

な
ど
を
計
上
し
た
。

主
・
物
流
事
業
者
・
消
費
者

の
行
動
変
༰
ଅ
ਐ
」（
４
ԯ
２

５
０
０
万
円
）、「
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
഑
送
の
持
続
Մ
ೳ
な
ఏ

ڙ
の
確
อ
」（
１
ԯ
７
５
０
０

万
円
）、「
中
小
物
流
事
業
者

の
労
働
生
産

性
向
上
」（
30

ԯ
円
の
಺
数
）、

「
持
続
Մ
ೳ
な

物
流
の
実
ݱ
に
向
け
た
人
材

の
確
อ
・
育
੒
」（
３
ԯ
５
０

０
０
万
円
）を
、「
自
動
運
స

社
会
の
実
ݱ
」
と
し
て「
自

動
運
స
ト
ラ
ッ
ク
実
装
加
଎

化
事
業
」（
18
ԯ
円
、２
８
３

９
・
１
倍
）を
計
上
し
た
。

昇
す
る
中
、
価
格
స
Շ
・
取

引
適
正
化
の
重
要
性
が
一
૚

高
ま
っ
て
い
る
。
９
月
は
２

０
２
６
年
度
下
期
の
価
格
改

定
時
期
を
ܴ
え
る
企
業
も
多

く
、
価
格
交
ব
が
本
格
化
す

る
重
要
な
時
期
と
し
て
、
適

切
な
価
格
స
Շ
に
向
け
た
取

り
組
み
を
ଅ
す
。

同
月
間
の
ऴ
ྃ
後
に
は
、

受
஫
ଆ
中
小
企
業
を
対
象

に
、
価
格
交
ব
・
స
Շ
の
状

１
⁒
೿
ݣ
ઌ
事
業
者
は
、

次
に
ܝ
げ
る
事
項
に
つ
い
て

法
ྩ
を
९
क
し
た
上
で
、
ྟ

時
೿
ݣ
運
స
者
を
೿
ݣ
ઌ
事

業
者
の
ৗ
時
બ
೚
以
外
の
者

と
し
て
બ
೚
す
る
こ
と
が
Մ

ೳ
で
あ
る
。

・
安
全
規
ଇ
ୈ
９
৚
の
５

に
定
め
る
必
要
事
項
౳
を
運

స
者
౳
୆
ா
に
記
ࡌ
し
、
当

該
୆
ா
を
営
業
所
に
උ
え
付

け
る
こ
と
。

・
ྟ
時
೿
ݣ
運
స
者
に
対

し
て
、
安
全
規
ଇ
ୈ
10
৚
に

定
め
る
必
要
な
ࢦ
ಋ
及
び
؂

ಜ
を
行
う
こ
と
。

・
そ
の
他
の
同
法
及
び
安

全
規
ଇ
に
定
め
る
一
ൠ
՟
物

自
動
車
運
送
事
業
の
輸
送
の

安
全
の
確
อ
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、९
क
す
る
こ
と
。

２
⁒
೿
ݣ
ઌ
事
業
者
は
、

ࡂ
֐
時
౳
に
運
స
者
に
ܽ
員

が
生
じ
た
と
し
て
も
、
安
全

規
ଇ
ୈ
３
৚
ୈ
１
項
の
事
業

計
画
に
ै
い
業
務
を
行
う
に

東
京
都
は
、
フ
ロ
ン
࿙
え

い
を
ૣ
期
に
検
知
で
き
る
ԕ

ִ
؂
ࢹ
ٕ
ज़
の
ಋ
入
費
用
の

一
部
を
ॿ
੒
す
る「
フ
ロ
ン

࿙
え
い
防
止
の
た
め
の
ԕ
ִ

؂
ࢹ
ٕ
ज़
活
用
ଅ
ਐ
事
業
」

を
実
ࢪ
し
て
い
る
。
ྩ
和
８

年
度
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
の
ྫྷ

ౚ
ྫྷ
ଂ
機
ث
も
新
た
に
ॿ
੒

対
象
に
௥
加
し
た
た
め
、
都

಺
の
Թ
ࣨ
ޮ
Ռ
ガ
ス
ഉ
出
ྔ

の
約
１
割
を
઎
め
る
フ
ロ
ン

ഉ
出
ྔ
の
࡟
減
、
θ

ロ
Τ
ϛ
ッ
シ
ἀ
ン
東

京
の
実
ݱ
に
向
け

て
、
ར
用
を
ݺ
び
か

け
て
い
る
。
֓
要
は

次
の
通
り
。

˜
ॿ
੒
対
象
事
業

者
ử
都
಺
で
事
業
所

を
所
༗
・
࢖
用
し
て

い
る
事
業
者（
大
企

業
、
中
小
企
業
者
、

ݸ
人
事
業
主
な
ど
）

˜
ॿ
੒
対
象
ٕ
ज़

ử
業
務
用
ۭ
調
機

ث
・
輸
送
用
機
ց
式
ྫྷ
ౚ
Ϣ

ニ
ッ
ト
に
ಋ
入
さ
れ
る
ԕ
ִ

؂
ࢹ
ٕ
ज़（
東
京
都
環
境
公

社
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジợ
̝
̥
Ụの

ొ
࿥
ٕ
ज़
一
ཡ
に
ܝ
ࡌ
）

˜
ॿ
੒
対
象
経
費
ử
ॿ
੒

対
象
ٕ
ज़
の
機
ث
費
、
工
事

費
、
通
৴
費
、
α
ー
ビ
ス
ར

用
費
˞
通
৴
費
・
α
ー
ビ
ス

ར
用
費
は
ར
用
開
࢝
日
か
ら

１
年
間
の
費
用
が
対
象

˜
ॿ
੒
৚
件
ử
都
಺
で
࢖

用
さ
れ
て
い
る
機
ث
へ
の
ಋ

入
、
１
年
以
上
継
続
し
て
運

用
す
る
こ
と
、
ϊ
ン
フ
ロ
ン

機
ث
が
実
用
化
さ
れ
て
い
な

い
機
ث
へ
の
ಋ
入
、
過
去
に

̟
̧
̖
㿌
̜
̡
17
対
応
の
ԕ

ִ
؂
ࢹ
ٕ
ज़
を
ಋ
入
し
た
実

੷
が
な
い
機
ث
へ
の
ಋ
入

˜
ॿ
੒
金
額
ử
大
企
業
ʗ

対
象
経
費
の
２
分
の
１（
上

ݶ
額
１
事
業
所
当
た
り
50
万

円
）、
中
小
企
業
者
な

ど
ʗ
同
３
分
の
２（
同

67
万
円
）
˞
国
な
ど
の

ॿ
੒
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
額
が
控
除
さ
れ
る

申
請
受
付
期
ݶ
は
、

９
年
３
月
31
日
ޕ
後
５

時
ま
で（
必
ண
）。
༧
算

の
ݶ
度
額
に
達
し
た
時

点
で
ऴ
ྃ
す
る
。
申
請

方
法
は
、
東
京
都
環
境

公
社
の
̝
̥
か
ら
申
請

༷
式
を
μ
΢
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
ॻ
類
を
ి
ࢠ

メ
ー
ル
で
ఏ
出
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
京
都
環
境
公

社
̝
̥
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
ٕ
ज़

支
ԉ
部
ٕ
ज़
՝
環
境
改
ળ
܎

フ
ロ
ン
࿙
え
い
防
止
の
た
め

の
ԕ
ִ
؂
ࢹ
ٕ
ज़
活
用
ଅ

ਐ
事
業
ϔ
ル
プ
デ
ス
ク（
ὸ

03
・
３
６
３
３
・
２
２
８
２

˞
平
日
ޕ
前
９
時
～
12
時
、

ޕ
後
１
時
～
５
時
）

車
運
送
事
業
者（
೿
ݣ
ݩ
事

業
者
）に
お
い
て
、
安
全
規

ଇ
ୈ
10
৚
に
定
め
る
必
要
な

ࢦ
ಋ
及
び
؂
ಜ
が
行
わ
れ
て

い
れ
ば
଍
り
る
。

４
⁒
前
ड़
３
項
の
ા
ஔ

は
、
ࡂ
֐
時
౳
の
緊
ٸ
を
要

す
る
状
況
に
ݶ
り
適
用
さ
れ

る
ા
ஔ
で
あ
る
。

༧ࢉ֓ࢉཁ֓ٻཁ国交省
̕೥౓

̑
ຊ
ப
ʹ
ཁ
ٻ
ֹ
େ
෯
૿
ֹ

෺
ྲྀ
ֵ
৽
の
ൈ
ຊ
త
強
化
΁

Ձ
֨
స
Շ
ʹ
ద
੾
ͳ
ର
Ԡ
Λ

ࡂ
֐
࣌
の
ӡ
స
ऀ
બ
೚
ʹ
ಛ
ྫ

ଞ
ࣾ
͔
Β
の
ྟ
࣌
બ
೚
ೝ
め
る

９
月
͸「
Ձ
֨
ަ
ব
ଅ
ਐ
月
間
」

省࢈ܦ

時౳ʹ͓͚Δӡసऀ֐ࡂ
બ೚ཁ݅ʹ͍ͭͯ 国交省

ϑϩϯ࿙͍͑๷ࢭへ౦ژ౎ہڥ؀

τϥοΫྫྷౚྫྷଂثػΛॿ੒ର৅に
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ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
な
ど
で
ブ

ロ
グ
を
発
৴
す
る
経
営
者
の

間
で
も
、
̖
̞
の
活
用
は
広

が
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

̖
̞
が
作
੒
し
た
文
ষ
を
そ

の
ま
ま
࢖
う
の
で
は
な
く
、

自
分
で
加
ච
・
म
正
す
る
。

同
じ
よ
う
に
社
員
も
、
ࢲ
生

活
だ
け
で
な
く
࢓
事
で
も
̖

̞
を
ར
用
し
て
い
る
人
が
多

い
。̖

̞
は
ݸ
人
的
な
ར
用
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
ৗ
業
務
で

も
か
な
り
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ච
者
は
、

企
業
の
社
಺
会
議
や
業
界
ஂ

体
の
ҕ
員
会
な
ど
に
オ
ブ
β

ー
バ
ー
と
し
て
同
੮
を
求
め

ら
れ
、
ࢀ
ߟ
意
見
を
ड़
べ
る

機
会
も
あ
る
。
最
近
で
は
、

議
࿦
の
中
で「
そ
の
点
に
つ

活
用
の
一
つ
と
し
て
、
道
࿏

の
ࠞ
ࡶ
状
況
を
౿
ま
え
、
輸

഑
送
ル
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に

変
ߋ
す
れ
ば
最
適
な
の
か
を

̖
̞
が
分
ੳ
し
、
動
ଶ
؅
ཧ

シ
ス
テ
Ϝ
と
連
動
さ
せ
て
、

ル
ー
ト
変
ߋ
情
報
を
全
車
྆

に
一
੪
に
知
ら
せ
る
と
い
っ

た
࢓
組
み
も
ߟ
え
ら
れ
る
。

そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
シ
ス
テ

Ϝ
は
、
す
で
に
で
き
て
い
る

よ
う
だ
。

も
っ
と
も
、
各
社
が
同
じ

シ
ス
テ
Ϝ
を
࢖
え
ば
、
全
事

業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
が
同
じ
ル

ー
ト
に
ू
中
し
、
新
た
な
ࠞ

ࡶ
を
ট
く
Մ
ೳ
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
̖
̞
を
ݸ

人
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
会
社

組
৫
と
し
て
活
用
す
る
一
つ

の
事
例
と
い
え
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

い
て
、
̖
̞
は
こ
の
よ
う
に

ݴ
っ
て
い
ま
す
」
と
、
回
答

を
示
し
な
が
ら
発
ݴ
す
る
ࢀ

加
者
も
見
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
会
議
の
場
に
も
̖
̞

が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
実
感
す
る
。

ઌ
日
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
員
の
あ
る
中
小
事
業

者
か
ら
、
ڵ
味
深
い
࿩
を
聞

い
た
。こ
の
運
送
会
社
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
社
員
が
業
務
で

ݸ
人
レ
ベ
ル
の
̖
̞
を
活
用

し
て
い
る
。
経
営
者
自
਎
も

̖
̞
を
経
営
判
அ
の
ࢀ
ߟ
に

し
て
い
る
が
、
経
営
ࢦ
ඪ
に

つ
い
て
ਘ
Ͷ
た
と
こ
ろ
、
̖

̞
の
回
答
಺
༰
が
ど
う
も
お

か
し
い
。
そ
こ
で
、
検
ূ
し

て
み
る
と
、
単
७
な
計
算
が

合
っ
て
い
な
か
っ
た
。

過
৴
し
、
過
度
に
ґ
ଘ
す
る

こ
と
の
ة
ݥ
性
を
示
す
格
޷

の
事
例
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
̖
̞
を
༗
ޮ

に
活
用
す
る
こ
と
は
、
必
要

不
Մ
ܽ
に
な
っ
て
き
た
。
あ

る
̙
̭
コ
ン
α
ル
タ
ン
ト

は
、「
社
員
一
人
ͻ
と
り
は

̖
̞
を
ݸ
人
的
に
活
用
し
て

い
る
が
、
ま
だ
組
৫
的
に
活

用
す
る
ま
で
に
は
ࢸ
っ
て
い

な
い
」
と
࿩
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
い
ま
は
過
౉
期
に
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
̖
̞

を
組
৫
的
に
活
用
し
て
い
る

中
小
事
業
者
も
い
る
。
あ

る
中
小
事
業
者
は
、
̙
̭
を

活
用
し
た
̖
̞
運
行
؅
ཧ
シ

ス
テ
Ϝ
を
ಠ
自
に
開
発
・
ಋ

入
し
た
。
ط
ଘ
の
動
ଶ
؅
ཧ

シ
ス
テ
Ϝ
の
Ґ
ஔ
情
報
を
自

動
解
ੳ
シ
ス
テ
Ϝ
に
取
り
込

み
、
デ
ジ
タ
コ
と
同
༷
の
デ

ー
タ
が
取
ಘ
で
き
る
シ
ス
テ

Ϝ
を
開
発
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
オ
フ
ェ
ン
ス
機
ೳ
に
よ

り
特
定
Τ
Ϧ
ア
に
車
྆
が
入

る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ૢ
作

し
な
く
て
も
必
要
な
情
報
を

記
࿥
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
に
基
づ
き
߆、
ଋ
時
間
、

運
స
時
間
、̔
໾
଴
機
時
間
、

ՙ
໾
作
業
時
間
、
休
ܜ
・
休

ଉ
時
間
、
深
夜
労
働
時
間
な

ど
を
自
動
計
算
し
、
運
行
؅

ཧ
レ
ϙ
ー
ト
が
自
動
作
੒
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
改
ળ
基
४

告
示
な
ど
の
法
ྩ
९
क
状
況

や
、
１
運
行
͝
と
の
改
ળ
ఏ

Ҋ
、
総
合
ධ
価
、
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
コ
メ
ン
ト
ま
で
̖
̞

が
自
動
作
੒
す
る
。
コ
メ
ン

ト
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
全
໘
的

に
൷
判
す
る
よ
う
な
಺
༰
に

な
ら
な
い
よ
う
、
一
定
の
制

ݶ
も
か
け
て
い
る
と
い
う
。

今
後
、
༧
૝
さ
れ
る
̖
̞

な
ͥ
、
ॳ
า
的
な
計
算
を

間
ҧ
え
た
の
か
と
̖
̞
に
࠶

࣭
問
し
た
と
こ
ろ
、
ฦ
っ
て

き
た
回
答
は「
検
算
を
ଵ
っ

た
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
に
は
ۤ
স
す
る
し
か
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
̖
̞
を

私生活から仕事にも浸透

過度な依存には危険性も

Ａ
Ｉ
、個
人
活
用
か
ら
組
織
活
用
へ
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Ố

ް
生
労
働
省
は
、

７
月
28
日
に
発
生
し

た
ྩ
和
８
年
۽
本
地

਒
の
影
響
で
、
経
ࡁ

上
の
ཧ
༝
に
よ
り
休

業
や
ڭ
育
܇
࿅
ま
た

は
出
向
を
行
う
事
業

主
を
対
象
に
、
ޏ
用

調
੔
ॿ
੒
金
の
特
例

ા
ஔ
を
実
ࢪ
す
る
。

ޏ
用
調
੔
ॿ
੒
金

は
、
経
ࡁ
上
の
ཧ
༝

に
よ
り
事
業
活
動
の

縮
小
を
༨
ّ
な
く
さ

れ
た
事
業
主
が
、
労

働
者
の
ޏ
用
を
ҡ
持

す
る
た
め
、
一
時
的

す
る
制
度
。
今
回
の
特
例
で

は
、
地
਒
に
よ
る
影
響
を
受

け
た
事
業
所
が
ར
用
し
や
す

い
よ
う
、
支
給
要
件
を
؇
和

す
る
。

対
象
は
、
地
਒
に
伴
う
経

ࡁ
上
の
ཧ
༝
で
事
業
活
動
を

縮
小
し
た
事
業
所
。
ࢪ
設
や

設
උ
が
地
਒
で
௚
઀
ඃ
֐
を

受
け
た
場
合
も
、
म
ཧ
業
者

の
手
഑
や
म
ཧ
部
品
の
調
達

に
時
間
が
か
か
る
な
ど
、
地

਒
に
よ
る
影
響
で
事
業
活
動

の
休
止
・
縮
小
が
続
い
て
い

る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ॿ
੒

対
象
と
な
る
。

ま
た
、
ै
業
員
数
が
前
年

同
期
よ
り
増
え
て
い
る
事
業

所
に
つ
い
て
も
、
ॿ
੒
対
象

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
労

働
者
と
೿
ݣ
労
働
者
の
合
計

人
数
の
最
近
３
か
月
の
平
均

値
が
前
年
同
期
比
で
５
％
௒

か
つ
６
人
以
上（
中
小
企
業

で
は
10
％
௒
か
つ
４
人
以

上
）
増
加
し
た
場
合
、
ॿ
੒

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た

が
、
今
回
、
こ
の
人
数
増
加

に
関
す
る
要
件
を
ఫ
ഇ
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
਒
発
生
の

７
月
28
日
時
点
で
設
ஔ
か
ら

１
年
ະ
ຬ
の
事
業
所
も
対
象

に
加
え
る
。
休
業
な
ど
を
࢝

め
る
前
に
ఏ
出
が
必
要
な
計

画
ಧ
に
つ
い
て
は
、
事
後
の

ఏ
出
を
認
め
る
と
し
て
い
る
。

特
例
の
対
象
と
な
る
の

は
、
発
ࡂ
日
の
７
月
28
日
か

ら
９
年
１
月
27
日
ま
で
の
間

に
開
࢝
し
た
休
業
な
ど
。
ް

労
省
は
、
労
働
੓
ࡦ
審
議
会

৬
業
安
定
分
Պ
会
か
ら
答
申

を
受
け
、
関
܎
省
ྩ
を
଎
や

か
に
公
෍
し
、８
月
25
日
に

ࢪ
行
し
た
。

に
行
う
休
業
や
ڭ
育
܇
࿅
な

ど
に
か
か
る
休
業
手
当
や
賃

金
な
ど
費
用
の
一
部
を
ॿ
੒

ࠓ
ظ
վ
ળ
΋
Լ
降
܏
޲

དྷ
ظ
͸
ѱ
Խ
を
ݟ
ࠐ
Ή

厚労省 ௐۚಛྫાஔޏຊ஍਒Ͱ۽
ඃ
ࡂ
ا
ۀ
の
ޏ
༻
ҡ
࣋
を
ࢧ
ԉ

ௐࠪײگܠ
̔೥̐ʙ݄̒ظ

શ
τ
ڠ

Լ൒͔ظΒ1�1ˋにมߋ
஍方ۙ代Խۚج༥ࢿ౦τڠ

第��回



ୈ1���号 ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̕ ݄10೔ ڠ（ � ） 会

ừ
඼
઒
ࢧ
෦
Ử

˗
ඒ
ླ
޻
ۀ
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
ử

඼
઒
۠
๺
඼
઒
̎
ͷ
27
ͷ
̔

˜
ὸ
03
ɾ
̏
̐
̓
̎
ɾ
̍
̐

̐
̍
˜
Ұ
ൠ
՟
෺
ӡ
ૹớ
ී

௨
ं
18
୆
ỏখ
ܕ
ं
̏
୆
Ờ

øĀ
೔

۝
都
県
ࢢ
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防
ࡂ

܇
࿅（
ԣ
඿
ࢢ
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˜
ト
ラ

ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
２
０
２
６
実
行
プ
ロ
ジ

øý
೔
 

10
時
ử
引
ӽ
ઐ
໳

部
会
引
ӽ
؅
ཧ
者
ߨ
श

（
全
ト
総
合
会
ؗ
）
˝
13

時
30
分
ử
ւ
上
コ
ン
テ
ナ

ઐ
໳
部
会
໾
員
会（
大
Ҫ

７
߸
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ϛ
ナ

ル
）
˝
15
時
ử
関
東
・
ߕ

৴
ӽ
重
ྔ
部
会
ਝ
଎
化

（
ト
ラ
ッ
ク
）ϫ
ー
Ω
ン

グ
グ
ル
ー
プ（
東
ト
総
合

会
ؗ
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝

16
時
ử
ୈ
26
期
物
流
経
営

࢜
՝
ఔ
म
ྃ
式（
東
ト
総

合
会
ؗ
）
˝
16
時
40
分
ử

同
記
೦
ύ
ー
テ
ィ
ー（
同
）

ừ
̔
݄
øý
Ỗ
úø
೔
Ử

ừ
̕
݄
øý
Ỗ
ú÷
೔
Ử

ェ
ク
ト
ϫ
ー
Ω
ン
グ
グ
ル

ー
プ
会
議

ùø
೔

ॳ
೚
運
స
者
特
別
ߨ

श
˜
出
൛
・
ҹ
࡮
・
੡
本
・

取
次
ઐ
໳
部
会
໾
員
会

ùü
೔

労
務
ް
生
ҕ
員
会
˜

関
東
・
ߕ
৴
ӽ
重
ྔ
部
会

正
෭
部
会
長
会
議

ùý
೔

環
境
ҕ
員
会

øÿ
೔
 

۝
都
県
ࢢ
合
同
防

ࡂ
܇
࿅（
相
模
ݪ
ࢢ
）
˝

15
時
ử
ロ
ジ
ݚ
ݚ
म
ҕ
員

会
正
෭
ҕ
員
長
会
議（
東

ト
総
合
会
ؗ
）

ùø
೔
 

ळ
の
全
国
交
通
安

全
運
動（
～
30
日
）

ùû
೔
 

ळ
の
全
国
交
通
安

全
運
動
֗
಄
ࢦ
ಋ
活
動

「
統
一
実
ࢪ
日
」

ùü
೔
 

14
時
ử
మ
߯
ઐ
໳

部
会
安
全
環
境
ҕ
員
会

（
東
ト
総
合
会
ؗ
）

ùÿ
೔
 

10
時
30
分
ử
物
流

੓
ࡦ
ҕ
員
会（
東
ト
総
合

会
ؗ
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

ùĀ
೔
 

15
時
ử
ロ
ジ
ݚ
ւ

外
交
流
ҕ
員
会（
東
ト
総

合
会
ؗ
）
˝
16
時
ử
同
η

ϛ
ナ
ー（
同
）

東
ト
協
品
川
支
部（
ੴ
川

߁
࢘
支
部
長
）・
大
田
支
部

（
谷
ޱ
ᚸ
ೋ
支
部
長
）は
８

月
31
日
、
大
田
区
産
業
プ
ラ

β（
ピ
オ
）で
、合
同
に
よ
る

「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
に

よ
る
主
な
改
正
಺
༰
・
自
動

点
ݺ
の
ಋ
入
આ
明
ฒ
び
に
デ

モ
」
に
つ
い
て
の
ݚ
म
・
ษ

強
会
を
開
催
し
た
。

྆
支
部
を
代
表
し
た
ੴ
川

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

物
流
を
取
り
巻
く

制
度
が
今
後
も
変

化
し
て
い
く
こ
と

を
౿
ま
え
、「
最

新
の
情
報
を
継
続

的
に
೺
Ѳ
し
、
各

社
が
必
要
な
४
උ

や
ಋ
入
時
期
を
見

定
め
る
こ
と
が
重

要
」
と
強
調
。
自

動
点
ݺ
に
つ
い
て
も
、
点
ݺ

業
務
を
確
実
に
実
ࢪ
す
る
た

め
の
બ
୒
ࢶ
と
し
て
、
ૣ
い

ஈ
֊
か
ら
情
報
ऩ
ू
や
検
討

を
ਐ
め
る
よ
う
ݺ
び
か
け
た
。

ま
た
ߨ、
ࢣ
代
表
と
し
て
、

東
京
運
輸
支
局
の
川
ଜ
ӳ
ً

ट
੮
運
輸
企
画
ઐ
໳
׭
の
あ

い
さ
つ
で
、
物
流
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
、「
ド

ラ
イ
バ
ー
不
଍
や
労
働
時
間

規
制
へ
の
対
応
な
ど
、
大
き

な
変
化
の
中
に
あ
る
」
と
ࢦ

ఠ
。
そ
の
上
で
、
適
正
な
取

引
環
境
の
確
อ
が
重
要
な
՝

題
と
な
っ
て
い
る
と
し
、「
ݚ

म
಺
༰
を
今
後
の
事
業
運
営

の
ࢀ
ߟ
に
し
て
ほ
し
い
」
と

ड़
べ
た
。

ݚ
म
で
は
、
ま
ず
川
ଜ
ट

੮
運
輸
企
画
ઐ
໳
׭
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
不
଍
な
ど
に
対
す

る
東
運
支
局
の
取
り
組
み
を

঺
հ
。
次
に
、
܂
野
හ
थ
運

輸
企
画
ઐ
໳
׭
が「
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
ೋ
法
」
に
つ
い
て

આ
明
し
た
。
同
法
で
は
、
10

年
６
月
ま
で
に
全
໘
ࢪ
行
༧

定
の
事
業
ڐ
Մ
ߋ
新
制
や
適

正
ݪ
価
制
度
の
ಋ
入
な
ど
が

ܾ
ま
っ
て
い
る
一
方
、
具
体

的
な
運
用
方
法
な
ど
は
引

き
続
き
検
討
さ
れ
て
い
る
。

東
ト
協
は
、７
月
14
日
に
国

０
０
円
か
ら
３
０
０
０
円
に

増
額
し
た
。
ま
た
、
̨
̖
̨

ス
ク
Ϧ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
ॿ

੒
額
も
１
５
０
０
円
か
ら
２

５
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。

̨
̖
̨
ス
ク
Ϧ
ー
ニ
ン
グ
検

査
は
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ॿ
੒
と
の
ซ
用
が
Մ

ೳ
。
こ
う
し
た
ॿ
੒
制
度
の

８
年
７
月
຤
時
点
の
ࣥ
行
状

況
で
は
、
申
請
件
数
が
前
年

同
期
を
上
回
っ
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
ҕ
員
会
の
行

事
日
ఔ
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
東
京
都
՟
物
自
動
車
運

送
適
正
化
事
業
実
ࢪ
機
関
が

実
ࢪ
し
た
、
݈
਍
ॿ
੒
金
の

活
用
状
況
調
査
݁
Ռ
に
つ
い

て
報
告
。
ॿ
੒
金
の
活
用
ଅ

ਐ
に
向
け
、
支
部
を
通
じ
て

会
員
事
業
者
へ
の
प
知
を
ప

ఈ
す
る
こ
と
と
し
た
。

は
増
加
し
て
お
り
、
過
労
ࢮ

౳
が
他
産
業
よ
り
高
水
४
で

発
生
し
て
い
る
状
況
は
変

わ
ら
な
い
」
と
ࢦ
ఠ
。
そ
の

上
で
、「
ҕ
員
会
で
は
、ਭ
຾

時
無
ݺ
ٵ
঱
候
群（
̨
̖
̨
）

ス
ク
Ϧ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
ਪ

東
京
都

ト
ラ
ッ
ク

協
会
労
務

ް
生
ҕ
員

会（
ҕ
員

長
・
大
∁

一
ٛ
෭
会

長
）は
８

月
25
日
、

東
ト
総
合

会
ؗ
で
ྩ

和
８
年
度

ୈ
１
回
ҕ

員
会（
̬

̴
̱
ซ

東
ト
協
環
境
ҕ
員
会（
ҕ

員
長
・
ּ
ݪ
࢙
ٱ
෭
会
長
）

は
８
月
26
日
、
東
ト
総
合
会

ؗ
で
ྩ
和
８
年
度
ୈ
１
回
ҕ

が
ब
೚
し
た
。

大
∁
ҕ
員
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
ް

生
労
働
省
が
発
表

し
た
７
年
度「
過

労
ࢮ
౳
の
労
ࡂ
ิ

ঈ
状
況
」
に
つ
い

て
、「
道
࿏
՟
物

運
送
業
で
は
支
給

件
数
が
減
少
す
る

一
方
、
請
求
件
数

来
ܕ
グ
Ϧ
ー
ン
・

Τ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
̜
̚
̥
）
検

討
小
ҕ
員
会
の
ҕ

員
を
બ
೚
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の

環
境
อ
全
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て

報
告
し
た
ほ
か
、

次
ੈ
代（
̯
̚
̫
）

ト
ラ
ッ
ク
આ
明
会

年
度
の
新
೚
・
࠶
೚
ҕ
員
に

よ
る
ॳ
の
ҕ
員
会
と
な
り
、

ҕ
員
長
に
は
大
∁
෭
会
長
が

引
き
続
き
ब
೚
。
෭
ҕ
員
長

に
は
ҕ
員
長
の
ࢦ
໊
に
よ

り
、಺
田
ᚙ
）ࢠ
大
田
支
部
）・

੢
野
）ؽ
城
東
支
部
）
྆
ࢯ

員
会（
̬
̴
̱
ซ
用
）を
開

催
し
、８
・
９
年
度
ҕ
員
の

ҕ
৤
や
෭
ҕ
員
長
の
ࢦ
໊
・

બ
೚
を
行
う
と
と
も
に
、
ະ

঑
す
る
と
と
も
に
、
定
期
݈

߁
਍
அ
や
೴
Ｍ
̧
̞
݈
਍
の

受
਍
率
向
上
を
目
ࢦ
し
、
各

छ
η
ϛ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な

ど
、
݈
߁
起
Ҽ
事
故
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
故

の
さ
ら
な
る
減
少
に
向
け
、

皆
さ
ま
の
͝
協
ྗ
を
お
ئ
い

し
た
い
」と
ड़
べ
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、
労
務
ް

生
関
܎
事
業
の
֓
要
と
実
ࢪ

状
況
に
つ
い
て
報
告
。
݈
߁

労
働
ଅ
ਐ
の
う
ち
、
݈
߁
起

Ҽ
事
故
の
防
止
、
労
務
؅
ཧ

の
ਪ
ਐ
、
෱
ར
ް
生
対
ࡦ
の

ਪ
ਐ
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の

実
੷
と
今
年
度
の
事
業
計
画

を
比
較
し
な
が
ら
આ
明
し
た
。

こ
の
う
ち
、
݈
߁
起
Ҽ
事

故
の
防
止
で
は
、
今
年
度
か

ら
定
期
݈
਍
受
਍
費
用
の
ॿ

੒
額
の
上
ݶ
を
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
１
人
当
た
り
２
０

の
開
催
、
̜
̚
̥
㿌
̟
Ｏ
̗

α
イ
ト
の
ഇ
止
に
つ
い
て
審

議
し
、ྃ
ঝ
し
た
。

今
回
は
８
・
９
年
度
の
新

೚
・
࠶
೚
ҕ
員
に
よ
る
ॳ
の

ҕ
員
会
で
、
ҕ
員
長
に
は
ּ

ݪ
෭
会
長
が
ब
೚
。
෭
ҕ
員

長
に
は
ҕ
員
長
の
ࢦ
໊
に
よ

り
、ੴ
Ҫ
ल
உ（
文
京
支
部
）・

෢
田
ޫ
）޺
ਿ
ฒ
支
部
）・
౻

૔
ହ
ಙ（
଍
ཱ
支
部
）の
各

ࢯ
が
ब
೚
し
た
。

๯
಄
、
ּ
ݪ
ҕ
員
長
は
今

後
２
年
間
の
活
動
に
向
け
、

「
持
続
Մ
ೳ
な
物
流
業
界
を

ਐ
め
る
上
で
、
環
境
問
題
へ

の
対
応
は
重
要
。
Ｃ
Ｏ
２
を

ഉ
出
す
る
事
業
者
と
し
て
、

し
っ
か
り
取
り
組
Ή
と
と
も

に
、
東
京
都
と
連
ܞ

し
て
よ
い
環
境
づ

く
り
を
ਐ
め
て
い

き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
̜
̚
̥

の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、
ະ
来
ܕ
̜
̚
̥

検
討
小
ҕ
員
会
の
ҕ
員
を
બ

೚
。ּ
ݪ
ҕ
員
長
を
は
じ
め
、

ੴ
Ҫ
・
෢
田
・
౻
૔
各
෭
ҕ

員
長
、
ࢦ
࡚
޹
೭（
千
代
田

支
部
）・
٢
田
ѥ
）ل
࿅
馬
支

部
）・∁
ڮ
৳
明（
城
東
支
部
）

の
各
ࢯ
を
小
ҕ
員
会
の
ҕ
員

と
す
る
こ
と
を
ྃ
ঝ
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
౻
૔

ࢯ
が
小
ҕ
員
長
を
務
め
る
。

小
ҕ
員
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
స
換
を
含
め
、
事
業

の
改
ળ
・
見
௚
し
を
ਤ
り
、

ࢀ
加
事
業
者
の
֦
大
や
コ
ス

ト
࡟
減
、
新
た
な
活
動
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
年
度
の
環
境
อ

全
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、

環
境
改
ળ
ଅ
ਐ
事
業（
環
境

性
ೳ
༏
ྑ
ト
ラ
ッ
ク
ಋ
入
ิ

ॿ
・
省
Τ
ネ
対
ࡦ
用
機
ث
౳

ಋ
入
ิ
ॿ
）の
ਐ
ḿ
状
況
を

આ
明
。
̯
̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
આ

明
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ి
）ؾ
̚
̫
）ト

ラ
ッ
ク
を
対
象
と
し
て
実
ࢪ

し
て
い
た
が
、
新
た
に
燃
料

ి
஑（
̛
Ｃ
̫
）ト
ラ
ッ
ク

を
加
え
、
今
ळ
に
開
催
す
る

こ
と
を
審
議
・
ྃ
ঝ
し
た
。

さ
ら
に
、
̜
̚
̥
事
業
と

し
て
、７
年
度
お
よ
び
今
年

度（
８
年
７
月
຤
時
点
）の

活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

̜
̚
̥
ࢀ
加
事
業
者
数
は
５

４
２
社（
車
྆
数
１
万
８
５

２
６
୆
）で
、
各
η
ϛ
ナ
ー

の
開
催
状
況
や
、
̜
̚
̥
ࢀ

加
事
業
者
を
対
象
と
し
た
イ

ン
η
ン
テ
ィ
ブ
ิ
ॿ
事
業

（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）な
ど
を
આ
明
し

た
。̜

̚
̥
の
イ
ン
η
ン
テ
ィ

ブ
と
し
て
実
ࢪ
し
て
い
た
̜

̚
̥
㿌
̟
Ｏ
̗
α
イ
ト
に
つ

い
て
は
、
ར
用
実
੷
と
費
用

対
ޮ
Ռ
か
ら
ഇ
止
す
る
こ
と

を
審
議
・
ྃ
ঝ
し
た
。
ҕ
員

か
ら
は
、
̜
̚
̥
ࢀ
加
者
の

֦
大
に
向
け
て
イ
ン
η
ン
テ

ィ
ブ
は
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
検
討
が
必
要
と
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、「
国
際
物
流

総
合
ల
２
０
２
６
」「
Τ
コ
プ

˓
ά
Ϧ
ồ
ン
ܦ

Ӧ
ೝ
ূ
औ
ಘ
ʹ
ؔ

͢
Δ
ิ
ॿ

ิ
ॿ
対
象
は
、

グ
Ϧ
ー
ン
経
営
認

ূ
制
度（
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
）の

認
ূ
・
ొ
࿥
を
新

規
ま
た
は
ߋ
新

（
継
続
）
で
取
ಘ

し
、
①
認
ূ
取
ಘ

日（
ొ
࿥
発
行
日
）

が
ྩ
和
８
年
３
月

か
ら
９
年
２
月
຤

日
ま
で
で
あ
る
こ

と
、
②
認
ূ
・
ొ
࿥
の
取
ಘ

が
̜
̚
̥
ࢀ
加
の
都
಺
事
業

ロ
２
０
２
６
」
へ
の
出
ల
、

今
年
度
の
ิ
ॿ
制
度（
国
౔

交
通
省
・
環
境
省
・
東
京
都

な
ど
）に
つ
い
て
આ
明
。
都

が
実
ࢪ
し
て
い
る
ՙ
主
向
け

「
企
業
の
̨
̲
̾
̿
̴
３（
物

流
分
野
）対
ࡦ
ଅ
ਐ
事
業（
཮

上
輸
送
）」
の
֓
要
と
活
用

事
例
を
঺
հ
し
た
。

所
で
あ
る
こ
と
Ổ
Ổ
を
す
べ

て
ຬ
た
す
も
の
。
ิ
ॿ
金
額

は
、新
規
：
３
万
円
ߋ、
新
：

３
万
円
。

˓
؀
ڥ
ੑ
ೳ
༏
ྑ
ं
の
ಋ

ೖ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ิ
ॿ

ิ
ॿ
対
象
は
、
車
྆
総
重

ྔ
３
・
５
Ἁ
௒
の
事
業
用
デ

ィ
ー
θ
ル
ト
ラ
ッ
ク
で
、
①

買
取
り
ま
た
は
Ϧ
ー
ス
で
ಋ

入
、
②
８
年
２
月
か
ら
９
年

１
月
຤
日
ま
で
に
新
車
新
規

ొ
࿥
、
③
車
྆
の
࢖
用
の
本

ڌ
の
Ґ
ஔ
が「
東
京
都
಺
」、

ᶆ
重
ྔ
車
燃
費
基
४
を
達

੒
、
ᶇ
̜
̚
̥
ࢀ
加
車
྆
と

し
て
̜
̚
̥
事
務
局
に
ಧ
け

出
ࡁ
ᴹ
ᴹ
を
す
べ
て
ຬ
た
す

車
྆
。ิ
ॿ
金
額
は
、大
ܕ
：

10
万
円
、
中
ܕ
：
6
万
円
、

小
ܕ
：
３
万
円
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

協
̜
̚
̥
事
務
局（
ὸ
03
・

３
３
５
９
・
６
６
７
０
）

用
）を
開
催
し
、
８
・
９
年

度
ҕ
員
の
ҕ
৤
や
෭
ҕ
員
長

の
ࢦ
໊
・
બ
೚
を
行
う
と
と

も
に
、
今
年
度
の
労

務
ް
生
関
܎
事
業
の

֓
要
と
実
ࢪ
状
況
に

つ
い
て
આ
明
し
た
。

今
回
は
、
８
・
９

౔
交
通
省
で

開
催
さ
れ
た

「
ୈ
１
回
物

流
੓
ࡦ
ਪ
ਐ

関
܎
者
会
議
」
で
示
さ
れ
た

಺
༰
な
ど
を
౿
ま
え
、
ݱ
ࡏ

ࢪ
行
さ
れ
て
い
る
಺
༰
と
今

後
ࢪ
行
さ
れ
る
֓
要
を
解
આ

し
た
。
આ
明
後
に
は
、
࣭
ٙ

応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

ࢀ
加
者
か
ら
制
度
の
಺
༰
や

今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

࣭
問
が
د
せ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
日
本
՟
物
運
送

協
同
組
合
連
合
会
Ｋ
̞
Ｔ

事
業
部
長
の
෢
田
फ
੖
ࢯ

が「
自
動
点
ݺ
の
ಋ
入
の
必

要
性
」
に
つ
い
て
解
આ
。
自

動
点
ݺ
制
度
の
֓
要
を
આ
明

し
、
運
行
؅
ཧ
者
の
業
務
を

機
ث
に
よ
っ
て
支
ԉ
す
る
自

動
点
ݺ
の
࢓
組
み
や
、
ಋ
入

に
当
た
っ
て
の
ϙ
イ
ン
ト
を

঺
հ
し
た
。
そ
の
後
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ἀ
ン
と
し

て
、
自
動
点
ݺ
機
ث
メ
ー
カ

ー
３
社
が
機
ث
の
特
௃
や
機

ೳ
を
঺
հ
す
る
と
と
も
に
、

ࢀ
加
者
は
実
機
に
৮
れ
て
ૢ

作
確
認
を
行
っ
た
。

େ∁ҕһ௕
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委
員
会
で
あ
り
方
検
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　東京都トラック協会の「令和9年度東京都への特別要望」では、2030年に予測
される輸送能力の減少を解消し、東京の輸送能力不足を顕在化させないため、全
10項目を要望項目とし、トラック運送事業の経営基盤確立対策をはじめ、4項目を
重点要望とした（1面に関連）。

１　トラック運送事業の経営基盤確立対策 重点要望

ɹ౰ڠձ͸ɺ౦ژ౎ӡ༌ۀࣄৼڵॿ੒ަ෇ۚΛ׆༻ͯ͠ ɺަ ௨҆શରࡦɺڥ؀ର
౳ɺެࡦ༌ૹରٸۓɺࡦ Λ౿·͑ͨऔ૊ΈΛଟ֯తʹల։ͯ͠ੑڞ ͓Γ·͢ɻ
ɹྩ࿨̔೥౓ͷަ෇ֹ͸໿̔ԯ̕ઍ̒ඦສԁͰɺࡢ೥౓ʹൺ΂૿ֹͯ͠ ͍͖ͨͩ·
ͨ͠ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺަ ෇ֹͷࢉఆͰ͸ɺ஍Ҭͷܰ༉࢖༻ྔ͕ͦͷࠜڌͷϕʔεͱ
͞Ε͓ͯΓ·͕͢ɺ஍Ձ্ঢͷӨڹʹΑΓɺறं৔͕ۙྡݝ΁సग़͢Δͱͱ΋ʹɺ౎
಺͔Βڅ༉ࢪઃ͕͜ͷ਺೥େ෯ʹఫୀͯ͠ ͍Δ ͱ͔͜Βɺ౎಺Ͱͷܰ༉ߪೖྔ͸
೥ʑݮগͯ͠ ͓Γ·͢ɻ
ɹ·ͨɺޙࠓ΋τϥοΫӡૹऀۀࣄͷ Β͞ͳΔڥ؀ରࡦ΁ͷऔ૊ΈʹΑΓ೩ྉ࢖༻
Λͯ͠ݮ࡟ ͍͚͹ɺͦ ͷ݁Ռɺۀ຿಺༰΍Քಇं྆ͷঢ়گʹ͔͔ΘΒ ɺͣަ ෇ֹ͕
௕ظతʹݮগͯ͠ ͍͘ ͱ͕͜༰қʹ૝ఆ͞Ε·͢ɻ
ɹຊ೥݄̐ɺܰ ༉Ҿऔ੫ͷ࢑ఆ੫཰͕ഇ͞ࢭΕͨ΋ͷͷɺٞ һཱ๏ʹΑΓɺަ ෇ۚ
੍౓ʹ͍ͭͯ͸̑೥ؒܧଓ͞ΕΔ͜ ͱͱͳΓ·͠ ͕ͨɺަ ෇ֹͷݮগຢ͸੍౓ഇࢭ
͸ɺ౰ڠձ͕͍ͯͬߦΔۀࣄΛஶ͘͠ ఀ଺ͤ͞ɺ݈ શͳτϥοΫӡૹۀࣄͷҡ࣋ൃ
లʹ༩ Δ͑Өڹ͸ਙେͰ͋Γɺͦ ͷ݁Ռɺ౦ژͷ෺ྲྀػೳͷ֬อ͕ࠔ೉ͱͳΔ͜ ͱ
͸໌Β͔Ͱ Γ͋·͢ɻ͖ͭ·͠ ͯ͸ɺདྷ೥౓Ҏ߱΋ɺަ ෇ֹ͕ຊ೥౓Ҏ্ͱͳΔΑ͏
͓औΓܭΒ͍͍͖͍ͨͩͨɻ

２　労働生産性の向上や労働環境改善に向けた支援
ɹ౎಺ͷτϥοΫӡૹऀۀࣄ͸ɺ೥ʑݮগͯ͠ ͍Δ͏ ͑ʹɺए೥૚ͷӡస໔ڐอ༗
ऀͷݮগ΍ଞۀ࢈ʹൺ΂ͯ௞ۚਫ४͕௿ ɺ͘·ͨɺ௕࣌ؒ࿑ಇ౳ʹΑΓτϥοΫυϥ
Πόʔͷ֬อ͕ࠔ೉ͳঢ়گͱͳͬͯ ͓Γ·͢ɻͦ͏ ͨ͠ঢ়گΛվળ͢ΔͨΊɺҾ͖ଓ
͖ɺҎԼͷऔ૊ΈΛྗڧʹਪਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶃ̙̭ਪਐͷࢧԉ
ɹதখऀۀࣄʹ͓͚ΔলਓԽΛਐΊΔ࿑຿؅ཧγεςϜɺՁ֨ަবʹ͢ࢿΔݪՁ
ʢ̖̞ثػԉࢧݺγεςϜ౳ͷಋೖ΍ɺ఺ࢉܭ ϩϘοτ౳ʣ౳ɺ෺ྲྀ̙̭ͷਪਐʹࢿ
͢ΔࢧԉΛ͠ ͍͖͍ͯͨͩͨɻ
ɹᶄܜٳ౳ͷͨΊͷறఀंεϖʔε౳ͷ੔උ
ɹ࿑ಇੜੑ࢈ͷ্޲΍࿑ಇڥ؀ͷվળΛਐΊΔʹ͸ɺτϥοΫυϥΠόʔͷܜٳɾ
৯ࣄΛͱΔ৔ॴٴͼτΠϨͷ֬อ͕ॏཁͰ͋Γ·͢ɻࡢ೥౓ɺ౦ژ౎ʹ͓͍ͯ͸ɺ
՟෺ंறंεϖʔεͷఏڙΛ͠ ͍͖ͯͨͩ·͠ ͕ͨɺறఀंεϖʔεΛؚΉܜٳ౳
ͷ৔ॴͷ֬อ΍τΠϨࢪઃͷ੔උΛ Β͞ʹଅਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ

３　多様な人材が就労できるような労働力対策 重点要望

ɹࡏݱͷब࿑ڥ؀ͷதͰ͸ɺτϥοΫӡૹऀۀࣄͷऔ૊Έ͚ͩͰ͸ਂࠁͳτϥοΫ
υϥΠόʔͷ୲͍खෆ଍Λվળ͢Δ ͱ͜͸ࠔ೉Ͱ͋Γ·͢ɻτϥοΫυϥΠόʔͷฏ
Λ௒͑ɺ೥ʑ্͕ͬͯࡀ೥ྸ͸50ۉ ͍͘ Ͱ޲܏ Γ͋·͢ɻۀࣄଘଓͷͨΊʹɺए೥
૚΍ঁੑͷਓ࠾ࡐ༻ͱఆணʹڭ͚ͨ޲ҭͷࢧԉ΍ಇ͖΍͍͢৬৔ڥ؀੔උͷࢧ
ԉͳͲΛޙࠓ΋͞ Βʹଅਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹ·ͨɺྩ ࿨̒೥݄̏ʹಛఆٕೳ੍౓ͷର৅෼໺ ʮʹࣗಈंӡૹۀʯ͕ ௥Ճ͞Εͯ
͔Β͸ɺ֎ࠃਓτϥοΫυϥΠόʔͷݕ͍ͯͭʹ༺࠾౼ɾऔ૊ΈΛਐΊ͍ͯΔͱ͜ Ζ
Ͱ͋Γ·͕͢ɺ࠾༻ʹ͸ଟֹͷίετ͕͔͔Δঢ়گͰ͢ɻಛఆٕೳ੍౓Λ׆༻ͨ͠
ɺ̓༺࠾ࡐͳडೖΕͷͨΊʹɺਓ׈ਓυϥΠόʔͷԁࠃ֎ શڭҭɺ೔ຊݚޠम౳ʹ
ԉΛ͠ࢧΔ܎ ͍͖͍ͯͨͩͨɻ

４　車庫の確保・維持への支援
ɹτϥοΫӡૹ͕ऀۀࣄɺ౎಺Ͱͷ׆ۀࣄಈΛԁ͍ߦʹ׈ɺ෺ྲྀػೳΛҡ࣋͢Δʹ
͸ɺ౎಺ τʹϥοΫΛৗறͤ͞Δ͜ ͱ͕ඞਢͰ͢ɻ
ɹ͔͠͠ͳ͕ΒɺτϥοΫৗறʹඞཁͳंݿ༻஍ͷ֬อ͕೉͘͠ ͳ͓ͬͯΓɺಛʹɺ
தখ͕ۀاେ൒Λ઎ΊΔτϥοΫӡૹऀۀࣄ ͱʹͬͯ͸ɺܦӦঢ়͍͠ݫ͕گதͰɺ
Ίͯେ͖ͳෛ୲ͱͳͬͯۃͷҡ࣋ɾ؅ཧඅ༻͸ɺݿं ͓Γɺ·͞ʹɺ೔ຊͰ࠷΋͍ߴ
ίετΛ΋ͬͯ ෺ྲྀαʔϏεΛҡ࣋ͯ͠ ͍Δঢ়گͰ͢ɻ
ɹ౎಺ͷτϥοΫ୆਺͕೥ʑݮগ͢Δ ͱ͜ʹΑΓɺ෺ྲྀ໢͕ऑମԽ͢Ε͹ɺ஍࢈ݩ
ͷརศੑ௿Լʹ௚͔݁͠Ͷ·ͤΜɻͭ׆ͷਰୀ΍౎ຽੜۀ ͍ͯ͸ɺ༡ٳ஍ͷି༩ɾ
ͯ͠ࢪ࣮ʹԉΛ৽ͨࢧ͚ͨ޲ʹͷҡ࣋ݿඅͷॿ੒ͳͲंܦݿं ͍͖͍ͨͩͨɻ

５　高速道路の料金対策
ɹᶃར༻ଅਐʹ͚ͨ޲Ӧंۀ༻ྉۚମܥͷ૑ઃ
ɹ྘φϯόʔτϥοΫͷߴ଎ಓ࿏ྉۚʹ͍ͭͯ͸ɺ෺ྲྀ͕౎ຽੜ׆΍ࡁܦΛࢧ Δ͑
ॏཁͳࣾձΠϯϑϥͰ͋Δ͜ ͱΛྀ͠ߟɺனؒͷ׆༻Λࢹ໺ʹೖΕͨྉۚਫ४ͷൈ
ຊతͳݟ௚͠Λ͍ߦɺߦݱྉۚͷׂҾͱͳΔ৽ͨͳ੍౓Λ૑ઃ͠ߴɺ ଎ಓ࿏ͷར
༻ଅਐΛਤͬͯ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄट౎ߴ଎ʹ͓͚Δେޱɾଟස౓ׂҾ੍౓ͷҡ࣋ɾܧଓ 重点要望
ɹࡏݱɺ೩ྉՁ֨΍ं྆Ձ֨౳ͷߴಅͱਓखෆ଍ʹ௚໘ͯ͠ ͓Γɺ͜ ΕҎ্ͷෛ
୲૿͸ۀࣄͷܧଓΛ͘͏ة ͠ɺαϓϥΠνΣʔϯͷ෼அΛট͖͔Ͷ·ͤΜɻ
ɹ͖ͭ·͠ ͯ͸ɺ࣋ ଓՄೳͳ෺ྲྀΛҡ࣋͢ΔͨΊʹɺதंܕҎ্ͷେޱɾଟස౓ׂ
Ҿ֦ॆાஔͷʮྩ࿨12೥݄͔̓Βͷॖখʯٴͼʮྩ࿨13೥݄̏຤Ͱͷऴྃʯͷํ
਑Λఫճ͠ɺट౎ߴ଎ʹ͓͚ΔߦݱͷׂҾ੍౓ͷҡ࣋ɾܧଓΛਤΒΕ͍ͨɻ

ɹᶅλʔϛφϧνϟʔδͷ੔ཧ
ɹࡏݱɺट౎ߴ଎ಓ࿏͔Β̣̭̘̤̚؅ཧಓ࿏΁ଓ͚ͯ௨͢ߦΔ৔߹ͳͲɺಓ࿏
ձࣾΛ·͙ͨ࿈ଓར༻ͷࡍʹɺಓ࿏ձࣾ͝ͱʹλʔϛφϧνϟʔδͱ͠ ͯ150ԁ͕
෇Ճ͞Ε͓ͯΓ·͢ɻट౎ߴݍ଎ಓ࿏ར༻ͷγʔϜϨεԽͷ؍఺͔Βɺෳ਺ճൃ
ੜ͢Δλʔϛφϧνϟʔδͷൃੜճ਺Λ̍ ճʹͯ͠ݮ࡟ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶆαʔϏεΤϦΞɾύʔΩϯάΤϦΞʹ͓͚ΔେܕτϥοΫறंεϖʔεͷ֦ॆ
ɹओཁװઢಓ࿏ͷαʔϏεΤϦΞʢ̨̖ 
ͼύʔΩϯάΤϦΞʢ̥̖ٴ ʣʹ ͓͚Δେܕ
τϥοΫ༻றंϚεͷຫੑతͳෆ଍ʹΑΓɺυϥΠόʔ͕๏ఆܜٳΛऔΔ͜ ͱ͕ۃΊ
೉ͱͳͬͯࠔͯ ͍·͢ɻ෺ྲྀͷఀ଺Λ๷͗ɺ̔ ओۀا΍ফඅऀʹ҆ఆͨ͠༌ૹαʔ
ϏεΛܧଓ͢ΔͨΊɺυϥΠόʔ͕҆৺ͯ͠ ৺਎ΛٳΊΒΕΔறंεϖʔεͷ੔උɾ
֦ॆΛਤΒΕ͍ͨɻ

６　燃料価格高騰への支援
ɹΤίυϥΠϒͷపఈɺӡޮߦ཰ԽͳͲͷࣗॿ౒ྗ΍ՙओۀاͱͷՁ֨సՇަব
Λඞࢮʹଓ͚͓ͯΓ·͕͢ɺଞۀछʹൺͯ͠ ΤωϧΪʔඅͷՁ֨సՇ཰͸௿ ɺࣗ͘
ࣾ౒ྗͷΈͰ͸౸ఈٵऩ͖͠Εͳ͍ػةతͳঢ়گͰ͢ɻ஍Ҭͷࡁܦ΍౎ຽੜ׆ͷ
ϥΠϑϥΠϯͰ͋Δ෺ྲྀΛޙࠓ΋ҡ࣋ɾ֬อͯ͠ ͍͘ ͨΊʹɺࠃ౳ͷঢ়گΛՃຯͭ͠
ͭɺҾ͖ଓ͖ɺ೩ྉࢧԉରࡦΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍͖͍ͨͩͨɻ

７　高騰する車両価格への対応と、交通安全対策システムへの支援
ɹᶃ৽ߪ྆ंنೖʹ܎Δࢧԉ
ɹ҆શରࡦɺڥ؀ରࡦͱ͠ ͯఆظతʹं྆ͷങ׵ Λ͑ਐΊ͓ͯΓɺ͜ Εʹ͸ɺτϥο
Ϋͷߪೖ͔Βೲं·Ͱʹ̍೥͔ۙ͘ ͔ΔͨΊɺܭըతʹߪೖΛਐΊΔ ͱ͕͜ඞਢͰ
͢ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺं ྆ͷങ͑׵ʹ͓͍ͯ͸ɺं ྆Ձ֨Λ͸͡ΊՍ૷අ༻౳͕ߴಅ
ͯ͠ ͍Δ͜ ͱ͔Βɺं ͠·ঢ়Ͱ͢ɻ͖ͭݱըతʹਐΊΒΕͳ͍ͷ͕ܭೖΛߪ྆ ͯ͸ɺ
৽ߪ྆ंنೖʹ܎Δ Β͞ͳΔࢧԉΛݕ౼ͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄ҆શରࡦγεςϜಋೖ΁ͷࢧԉ
ɹ҆શɾ҆৺ͳ༌ૹͷ֬อΛ࠷༏ઌ՝୊ʹ͛ܝɺӡ؅ߦཧͷపఈ΍υϥΠόʔڭ
ҭͳͲɺ೔ʑɺଟ໘తͳ҆શରࡦʹࣗओతʹऔΓ૊ΜͰ͓Γ·͕͢ɺ൵ࢂͳަ௨ࢮ
๢ނࣄΛ Β͞ʹ๷͍Ͱ͍͘ ͨΊʹ͸ɺώϡʔϚϯΤϥʔΛϋʔυ໘͔Βิ͏̖ ̨̫ ʢઌ
ਐ҆શࣗಈंʣؔ ࿈ثػͷಋೖ͕ෆՄܽͰ͢ɻিಥඃݮܰ֐ϒϨʔΩ΍ࢹํޙ
໺֬ೝΛࢧԉ͢ΔόοΫΞΠΧϝϥͳͲɺ̖ ̨̫ ؔ࿈ثػͷಋೖʹର͢ΔࢧԉΛݕ౼
ͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ

８　環境に関する取組みへの支援
ɹᶃθϩΤϛογϣϯɾϏʔΫϧʢ̯̚ ̫ʣτϥοΫͷීٴଅਐ 重点要望
ɹ೩ྉి஑ʢ̛̘ ̫ʣτϥοΫ΍ిؾʢ̫̚ʣτϥοΫ౳ͷ̯̚ τ̫ϥοΫͷಋೖʹ౰ͨ
Γɺॿ੒੍౓Λઃ͚͍͍͍ͯͨͩͯΔͱ͜ ΖͰ͋Γ·͕͢ɺं ྆ಋೖܦඅ΍೩ྉඅ
ͷ࣮࣭ෛ୲͕ɺσΟʔθϧτϥοΫͱൺͯ͠ ஶ͘͠ Ͱաେͱͳͬͯߴׂ ͓Γ·͢ɻ·ͨɺ
ਫૉεςʔγϣϯ౳ͷ֨نɺॴࡏ஍΍ར༻࣌ؒͷ੍໿ͳͲʹΑΓɺ̛ ̘ τ̫ϥοΫͷ
ಋೖ͕ਐ·ͳ͍ঢ়گʹ Γ͋·͢ɻ
ɹࡁܦతɾӡ༻తͳෆ҆ͳ͘ ̯̚ τ̫ϥοΫ౳ͷಋೖʹ౿Έ੾ΕΔΑ͏ ɺΠϯϑϥͷ
੔උΛਐΊ͍ͯͨͩ͘ ͱͱ΋ʹɺಋೖʹͯ͠ࡍ ɺσΟʔθϧτϥοΫΑΓ௿ෛ୲ʹͳΔ
Α͏ ɺิ ॿର৅ͱͳΔܦඅͷൣғ΍ิॿ୯Ձɾ্ֹݶΛ Β͞ʹݟ௚ͯ͠ ͍͖͍ͨͩɻ
ɹᶄ౦ژ౎՟෺༌ૹධՁ੍౓ͷ֦ॆ
ɹ౦ژ౎͸ɺ$02ഉग़ྔݮ࡟Λࢧԉ͢Δ࢓૊Έͱ͠ ͯɺΤίυϥΠϒ౳ͷ೔ৗతͳ
౒ྗΛ࣮૸ߦ೩අͰධՁ͢Δ՟෺༌ૹධՁ੍౓Λ࣮ͯ͠ࢪ ͓Γ·͢ɻຊ੍౓͸ɺ
౰ڠձͷۀࣄͰ͋ΔάϦʔϯɾΤίϓϩδΣΫτͳͲͷڥ؀ʹ഑ྀͨ͠औ૊ΈΛڧ
ԡ͢͠ޙ͘ Δ΋ͷͰ Γ͋ɺདྷ೥౓Ҏ߱΋Ҿ͖ଓ͖࣮ͯ͠ࢪ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹ·ͨɺऔಘऀۀࣄʹର͢Δॿ੒΍ՙओऀۀࣄ౳΁ͷൃܒΛ Β͞ʹߦ ͱ͏ͱ΋ʹɺ
औಘͷϝϦοτΛڧԽ͢ΔͨΊɺΠϯηϯςΟϒࡦΛ֦ॆͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ

９　道路整備の促進
ɹᶃट౎؀ࡾݍঢ়ಓ࿏ͷ੔උଅਐ
ɹ౎಺ͷߴ଎ಓ࿏ͷԁ׈ͳར༻΍౎৺؀ঢ়ઢͷौ଺ղফΛਤΔͨΊʹ͸ɺ֎؀ಓ
Λ͸͡Ίट౎؀ࡾݍঢ়ಓ࿏ͷશઢ։௨͸ɺඞཁෆՄܽͳରࡦͷҰͭͰ͋Γɺૣ ظ
։௨ʹ͚޲੔උΛଅਐ͢ΔΑ͏ ɺద੾ʹରԠͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄ҆શ҆৺ͳಓ࿏੔උܭըͷਪਐ
ɹ҆શରࡦ΍ಓ࿏ͷ༗ޮ׆༻ΛਤΔͨΊʹ͸ɺτϥοΫ༌ૹ౳ͷ෺ྲྀʹରԠͨ͠
ಓ࿏੔උܭըΛਪਐͯ͠ ͍͘͜ ͱ͕ॏཁͰ͋Γ·͢ɻ༌ૹޮ཰ԽʹରԠ͠ τͨϥο
ΫͷେܕԽʹ͸ɺಓ࿏Πϯϑϥͷ֨نߴԽ౳ʹΑΔ੔උɾ֦෯͕ඞཁͱͳΔ͜ ͱ͔
Βɺܭըஈ֊ʹ͓͍ͯ૝ఆͨ͠ಓ࿏੔උΛਐΊ͍͖͍ͯͨͩͨɻ

　駐車規制の緩和
ɹᶃ՟෺ू഑தͷं྆ʹ܎Δறं੍نͷݟ௚͠
ɹଟස౓খޱ഑ૹͷఆணʹΑΓɺ̔ ෺ͷू഑ۀ࡞͸ඇৗʹසࡶԽͯ͠ ͓Γ·͢ɻ͠
͔͠ͳ͕Βɺװઢಓ࿏Ͱ͸ࣗసंઐ༻Ϩʔϯͷઃஔ͕ਐΈɺ࣌ றं͕۠ؒݶ੍ؒ
গͭ͠ݮ ͭ͋Δͱͱ΋ʹɺຽؒறं৔͸ɺͦ ͷར༻ྉ͔ۚΒ༰қͳར༻͕೉͘͠ ɺۀ
຿ʹࢧো͕ൃੜͯ͠ ͓Γ·͢ɻறं੍نͷ؇࿨ʹ͍ͭͯɺ׆ࡁܦಈͷҡ࣋ͷͨΊʹ
΋ɺަ ௨࣮ଶ౳ʹԠ͖ͨ͡Ί͔ࡉͳऔ૊ΈΛਪਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄແঈఏ͞ڙΕΔ՟෺ंறंεϖʔεͷ֦ॆ
ɹʮ౦ژ෺ྲྀϏζʯͷதͰɺ෺ྲྀޮ཰ԽͷϓϩδΣΫτΛల։͠ɺ͜ ͷऔ૊ΈͷҰ؀
ͱ͠ ͯɺ̔ ͞͹͖Λ໨తͱ͠ ͨ՟෺ंறंεϖʔεͷແঈఏڙΛ։࢝ͯ͠ ͍͍ͨͩ
͓ͯΓ·͕͢ɺ౎৺෦ʹ͓͍ͯ͸ɺ࿏্றंं྆ʹΑΔू഑ۀ຿ͷ્֐ͳͲʹΑΓɺ
ՙ͞͹͖εϖʔεͳͲͷறं৔ॴ͕ґવͱ͠ ͯෆ଍ͯ͠ ͍Δঢ়گʹ Γ͋·͢ɻͦ ͜Ͱɺ
౎৺෦Λத৺ʹແঈఏڙͷ՟෺ंறंεϖʔεΛ֦ॆͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ

౦ژ౎΁のಛผཁ๬ ౦τڠ
̕೥౓
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◎ 運行中は前方や周囲の交通状況にも注意を払うこと。また、｢かも
しれない運転｣を励行し、未然に危険を回避できるよう努めること。
日 時 ８月20日（木） 13時21分頃発生（晴天）
場 所 調布市内（都道・武蔵境通り）
当事者 ①自転車（男性70代死亡）×②事業用大型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

至 下石原

調布市小島町
至 富士見町

概 要
事業用大型貨物車が、武蔵境通りを富士見町方向から下石原方向に
進行し、停車中の路線バスを右後方から追い抜こうとした際、路線バス
の後方から右方に進路変更した自転車に衝突し転倒させ轢過したもの。

໰͍߹Θͤઌɿ౦ژ౎τϥοΫڠձ ۀ຿෦ަ௨ɾڥ؀(
ϗʔϜϖʔδͰڠ଎ใ͸౦τނࣄ˞ 1%' σʔλ΋͍ͯ͠ࡌܝ·͢

や
反
省
点
を
ू
約
。
次
回
以

降
の
運
営
や
಺
༰
の
改
ળ
に

生
か
す
こ
と
と
し
、
協
ྗ
を

求
め
た
。

৿
本
Ϧ
ー
μ
ー
は
、「
開

催
ま
で
10
日
を
切
り
、
੒
ޭ

に
向
け
て
本
部
・
支
部
が
一

体
と
な
る
こ
と
が
必
要
。
天

候
に
ࠨ
ӈ
さ
れ
る
Մ
ೳ
性
も

あ
る
が
、
各
自
の
体
調
に
も

東
ト
協
と
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
10
月
16
日
、
ྩ

和
８
年
度「
݈
߁

؅
ཧ
η
ϛ
ナ
ー

ứ
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
押
さ
え

て
お
き
た
い
݈
߁

؅
ཧ
の
手
法
と
݈

߁
経
営
Ừ」を
ڞ
催
す
る
。

時
間
は
ޕ
後
１
時
30
分
～

４
時
、
会
場
は
東
ト
総
合
会

ؗ
７
֊
大
会
議
ࣨ
。対
象
は
、

東
ト
協
会
員
事
業
者
の
経
営

者
・
؅
ཧ
者
・
総
務
୲
当
者

な
ど
。
定
員
は
70
人（
１
社

２
人
ま
で
ʗ
ઌ
ண
順
、
定
員

に
な
り
次
ୈ
క
め
切
る
）。

ߨ
ࢣ
は
、
ϔ
ル
ス
έ
ア
ネ
ッ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ト

ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
２
０
２
６
実
行
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
৿
本
উ
໵
Ϧ

ー
μ
ー
）は
９
月
２

日
、
東
ト
総
合
会
ؗ

で
ୈ
３
回
支
部
୲
当

者
会
議（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
催
し
、
当

日
の
ス
έ
ジ
ỿ
ー

ル
や
会
場
レ
イ
ア
΢

ト
、
出
ల
಺
༰
、
本

部
୲
当
業
務
、
緊
ٸ

時
の
対
応
な
ど
、
開

催
に
向
け
た
最
ऴ
確

認
を
行
っ
た
。
フ
ェ

ス
タ
ऴ
ྃ
後
に
は
各

支
部
へ
の
ア
ン
έ
ー

ト
を
実
ࢪ
し
、
感
૝

東
ト
協
୆
東
支

部（
দ
本
༗
࢘
支

部
長
）・
深
川
支

部（
∁
ڮ
ܓ
一
࿠

支
部
長
）・
城
東

支
部（
ઙ
野
ར
޾

支
部
長
）・
๽
田

支
部（
ᚸ
田
ߒ
支

部
長
）・
ᷤ
০
支

部（
ᚸ
田
明
உ
支

部
長
）・
ߥ
川
支

部（
金
ݪ
༟
一
支

部
長
）は
９
月
１

日
、
๽
田
区
の
Ӫ
स
文
化
η

ン
タ
ー
で
、６
支
部
合
同「
ト

ラ
ッ
ク
関
連
法
ฒ
び
に
２
０

２
４
年
問
題
対
応
36
協
定
ݚ

म
会
」を
開
催
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
ᚸ
田
๽

田
支
部
長
が
あ
い
さ
つ
。「
物

流
業
界
は
国
ຽ
生
活
・
経
ࡁ

活
動
の
基
൫

で
あ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ

え
る
た
め
の
手
法
に
つ
い
て

આ
明
し
た
。
国
が
定
め
た
の

は「
年
間
９
６
０
時
間
の
上

ݶ
規
制
」
だ
け
で
は
な
く
、

36
協
定
の
記
ࡌ
を
ޡ
る
と
、

９
６
０
時
間
以
಺
で
あ
っ
て

も
ҧ
反
と
な
る
場
合
が
あ
る

と
し
て
、஫
意
を
ଅ
し
た
。

ୈ
２
部
で
は
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
企
画
部
長
の
金

ࢠ
و
࢙
ࢯ
が「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
܎
る
法
改
正
な
ど
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
ߨ
ԋ
。

総
合
物
流
ࢪ
ࡦ
大
）ߝ
２
０

２
６
年
度
～
２
０
３
０
年

度
）、
՟
物
運
送
事
業
法
な

ど
の
改
正
、
取
適
法（
੡
଄

ҕ
ୗ
౳
に
܎
る
中
小
受
ୗ
事

業
者
に
対
す
る
代
金
の
支
払

の
஗
Ԇ
౳
の
防
止
に
関
す
る

法
཯
）、
ԕ
ִ
点
ݺ
機

ث
を
հ
し
て
営
業
所
間

ま
た
は
事
業
者
間
で
行

う
点
ݺ
告
示
の
改
正
に

つ
い
て
解
આ
し
た
。

こ
の
う
ち
、
適
正
ݪ

価
に
つ
い
て
は
、
設
定

す
べ
き
水
४
や
期
間
の

ߟ
え
方
な
ど
を
具
体
的

に
આ
明
。
適
正
ݪ
価
を

計
算
で
き
る
算
定
式
が

示
さ
れ
る
方
਑
に
つ
い

て
、
会
員
事
業
者
か
ら

の
意
見
を
౿
ま
え
て
検

イ
バ
ー
の
社
会
的
地
Ґ
向
上

や
運
送
業
界
の
࣭
の
向
上
に

向
け
、
関
連
法
が
改
正
さ
れ

た
。
法
改
正
の
最
新
状
況
や

36
協
定
に
つ
い
て
確
認
す
る

機
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

ड़
べ
た
。

ୈ
１
部
で
は
、
東
京
働
き

方
改
ֵ
ਪ
ਐ
支
ԉ
η
ン
タ
ー

η
ン
タ
ー
事
業
ઐ
໳
家（
城

東
地
区
୲
当
・
社
会
อ
ݥ

労
務
࢜
）の
٢
ݩ
߁
༟
ࢯ
が

「ứ
２
０
２
４
年
問
題
対
応
36

協
定
ݚ
म
会
Ừ
～
見
ಀ
す

な
ʂ
２
０
２
４
年
問
題
最

大
の
མ
と
し
݀
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
２
０
２
４
年
問
題
の

正
し
い
チ
ェ
ッ
ク
方
法
や
、

運
送
業
の
た
め
の
36
協
定
の

ॻ
き
方
、
よ
り
Ϧ
ス
ク
を
抑

ー
・
̬
̴
̱
ซ
用
）を
開
催
。

௚
前
で
の
変
ߋ
点
へ
の
対
応

な
ど
を
協
議
す
る
と
と
も

に
、
メ
ン
バ
ー
間
で
当
日
の

流
れ
を
最
ऴ
確
認
し
、
フ
ェ

ス
タ
の
੒
ޭ
に
向
け
て
必
要

な
調
੔
を
行
っ
た
。

ᖒ
഼
Ϧ
ー
μ
ー
は
、「
支

部
୲
当
者
や
໾
৬
員
へ
の
આ

明
会
を
実
ࢪ
し
、
֓
Ͷ
ཧ
解

い
た
だ
け
た
。
̬
̜
メ
ン
バ

ー
が
当
日
の
流
れ
を
೺
Ѳ

し
、
確
認
す
べ
き
こ
と
に
࿙

れ
が
な
い
よ
う
、
全
体
が
ス

Ϝ
ー
ズ
に
ਐ
Ή
よ
う
協
ྗ
を

お
ئ
い
し
た
い
」と
ड़
べ
た
。

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
は
、

９
月
12
日
ޕ
前
９
時
30
分
か

ら
ޕ
後
４
時
30
分
ま
で
、
渋

谷
区
の
代
々
木
公
園
で
開
催

す
る
。
前
日
の
11
日
に
は
、

出
ల
資
材
な
ど
の
ൖ
入
・
設

ஔ
作
業
を
行
う
。

ト
ϫ
ー
ク（
Ｏ
Ｃ
̝
̞
̨
）

෭
ཧ
事
長
の
作
本
ః
ࢠ
ࢯ

と
、
同
อ
݈
ࢣ
の
安
島
な
つ

き
ࢯ
。

η
ϛ
ナ
ー
で
は
、「
運
輸

ϔ
ル
ス
έ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ

Ϝ
」
を
活
用
し
た
݈
߁
਍
அ

݁
Ռ
の
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ

や
、「
݈
߁
経
営
༏
ྑ
法
人

認
定
制
度
」に
つ
い
て
解
આ
。

こ
の
ほ
か
、
೤
中
঱
対
ࡦ
や

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
࣏
ྍ

と
ब
業
の
྆
ཱ
支
ԉ
ࢦ
਑
な

ど
、
押
さ
え
て
お
き
た
い
݈

߁
؅
ཧ
の
手
法
や
、
加
ྸ
に

伴
う
৺
਎
の
変
化
に
向
き
合

う
ै
業
員
に
必
要
な
݈
߁
؅

ཧ
に
つ
い
て
、
ϙ
イ
ン
ト
を

঺
հ
す
る
。
な
お
、
受
ߨ
は

安
全
性
༏
ྑ
事
業
所（
̜
マ

ー
ク
）
取
ಘ
申
請
の
加
点
対

象
と
な
る
。

受
ߨ
申
し
込
み
は
10
月
５

日
ま
で
。
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ

ー
ジ「
η
ϛ
ナ
ー
情
報
」
ܝ

ࡌ
の
開
催
Ҋ
಺「
申
込
フ
Ỽ

ー
Ϝ
」か
ら
申
し
込
Ή
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

഑
ྀ
し
な
が
ら
、

皆
さ
ま
の
協
ྗ
を

お
ئ
い
し
た
い
」

と
ݺ
び
か
け
た
。

会
議
に
ઌ
ཱ

ち
、
協
会
本
部
໾

৬
員
આ
明
会
も
行

い
、
当
日
の
ス
έ

ジ
ỿ
ー
ル
や
業
務

分
୲
な
ど
に
つ
い

て
આ
明
し
た
。

続
い
て
、
ୈ
８

回
フ
ェ
ス
タ
２
０

２
６
実
行
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
̬
̜
会
議

（
ᖒ
഼
३
Ϧ
ー
μ

討
が
ਐ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
঺
հ
し
た
。
ま
た
、
取
適

法
に
よ
る
੓
府
の
取
引
公
正

化
に
向
け
た
動
き
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
メ
ン
へ
の
通
報

が
ޮ
Ռ
的
だ
と
ࢦ
ఠ
し
た
。

ϑ
ỻ
ε
λ
։
࠵
΁
࠷
ऴ
֬
ೝ

ຊ
෦
ɾ
ࢧ
෦
の
ڠ
ྗ
ٻ
Ί
Δ

健
߁
ܦ
Ӧ
の
ख
๏
ͳ
Ͳ
を
ֶ
Ϳ

౦τڠ 支部担当者・役職員・ＷＧ会議

36協定・適正化二法を周知

東
τ
ڠ
̒
ࢧ
෦
߹
ಉ
研
修
ձ

10
月
16
日
開
催

健康管理セミナー౦τڠ
શτڠ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,970 円（税込）

令和８年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

国
౔
交
通
省
は

８
月
26
日
、
中
央

合
同
ி
ࣷ
３
߸
ؗ

10
֊
ڞ
用
会
議
ࣨ

で
ୈ
２
回「
適
正

ݪ
価
の
設
定
に
向

け
た
༗
識
者
検
討

会
」（
࠲
長
・
ࢁ
಺

߂
ོ
一
ڮ
大
ֶ
໊

༪
ڭ
त
、
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
催
し

た
。
ઐ
໳
ҕ
員
と

し
て
出
੮
し
た
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ࣉ
Ԭ
༸
一
会

長
と
馬
౉
խ
හ
෭

会
長
が
、
適
正
ݪ

価
の
制
度
設
計
・

運
用
に
つ
い
て
意

見
や
要
望
を
ड़
べ

た
。

同
検
討
会
で
は
、
適
正
ݪ

価
の
設
定
に
向
け
た
࿦
点
੔

ཧ
と
方
向
性
に
つ
い
て
議
࿦

し
て
お
り
、
今
回
は
全
ト
協

を
は
じ
め
、
全
日
本
運
輸
産

業
労
働
組
合
連
合
会
、
日
本

঎
工
会
議
所
、
全
国
঎
工
会

連
合
会
、
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
、
出
൛
文
化
産
業

ৼ
ڵ
ࡒ
ஂ
か
ら
ݸ
別
ώ
ア
Ϧ

ン
グ
を
行
っ
た
。

全
ト
協
へ
の
ώ
ア
Ϧ
ン
グ

で
は
、
ࣉ
Ԭ
会
長
が
๯
಄
、

適
正
ݪ
価
の
設
定
に
つ
い
て

「
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

員
事
業
者
の
期
଴
が
大
変
大

き
く
、
今
年
ॳ
め
に
実
ࢪ
さ

れ
た
実
ଶ
調
査
で
は
、
業
界

を
ڍ
げ
て
協
ྗ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
」
と
し
た
上
で
、
今

回
の
ώ
ア
Ϧ
ン
グ
に
向
け
、

全
国
の
会
員
事
業
者
か
ら
１

５
０
０
件
に
上
る
意
見
・
要

望
が
د
せ
ら
れ
た
と
આ
明
。

そ
の
上
で
、
適
正
ݪ
価
制
度

は
適
正
ݪ
価
を
下
回
ら
な
い

取
引
が
ٛ
務
付
け
ら
れ
、
事

業
ڐ
Մ
ߋ
新
の
要
件
と
な
る

ް
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、関
܎
ஂ
体
に
対
し
、「
৬

場
の
݈
߁
਍
அ
実
ࢪ
強
化
月

間
」
に
関
す
る
協
ྗ
ґ
པ
を

発
出
し
、
प
知
を
求
め
て
い

る
。

ް
労
省
は
こ

の
ほ
ど
、
時
間

外
労
働
を
८
る

企
業
へ
の
相

ஊ
・
支
ԉ
や
労

働
基
४
؂
ಜ
ॺ

に
よ
る
؂
ಜ
ࢦ

ಋ
を
９
月
１
日

か
ら
見
௚
す
と

発
表
し
た
。
時

間
外
・
休
日
労

働
の
࡟
減
だ
け

に
ண
目
し
た
一

全
国
労
働
衛
生
ि
間（
10

月
１
～
７
日
）の
४
උ
月
間

で
あ
る
毎
年
９
月
を「
৬
場

の
݈
߁
਍
அ
実
ࢪ
強
化
月

間
」
と
Ґ
ஔ
づ
け
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
基
づ
く
一
ൠ
݈

཯
の
ࢦ
ಋ
を
改
め
、
労
࢖
間

で
క
݁
し
た
36
協
定
に
基
づ

く
݈
߁
・
෱
ࢱ
確
อ
ા
ஔ
の

実
ࢪ
状
況
を
、
重
点
的
に
確

認
す
る
。

具
体
的
に
は
、
全
国
の
働

き
方
改
ֵ
ਪ
ਐ
支
ԉ
η
ン

タ
ー
に
、
36
協
定
や
特
別
৚

項
の
క
݁
、
ॊ
ೈ
な
労
働
時

間
制
度
の
活
用
を
支
ԉ
す

る「
ઐ
໳
相
ஊ
૭
ޱ
」
を
設

ஔ
す
る
。
ま
た
、
同
η
ン
タ

ー
と
労
基
ॺ
の
労
働
時
間
相

ஊ
・
支
ԉ
൝
が
チ
ー
Ϝ
を
組

み
、
企
業
を
๚
問
し
て
36
協

定
な
ど
に
つ
い
て
ॿ
ݴ
す
る

ア
΢
ト
Ϧ
ー
チ
ܕ
の
支
ԉ
も

実
ࢪ
す
る
。

さ
ら
に
、
よ
ろ
ず
支
ԉ
ڌ

点
や
঎
工
会
議
所
な
ど
と
の

連
ܞ
を
強
化
し
、
労
務
相
ஊ

に
加
え
、
経
営
՝
題
に
も
対

応
で
き
る
体
制
を
ߏ
ங
す
る
。

一
方
、
労
基
ॺ
に
よ
る
؂

ಜ
ࢦ
ಋ
で
は
、
時
間
外
・
休

日
労
働
の
時
間
数
だ
け
を
基

਍
の
実
ࢪ
や
、
݈
਍
݁
Ռ
に

基
づ
く
ҩ
ࢣ
か
ら
の
意
見
ௌ

取
、
事
後
ા
ஔ
な
ど
の
適
切

な
実
ࢪ
を
ଅ
す
た
め
、
ू
中

的
・
重
点
的
に
ܒ
発
を
行
っ

て
い
る
。

強
化
月
間
の
重
点
事
項

は
、次
の
通
り
。

⑴
一
ൠ
݈
߁
਍
அ

・
一
ൠ
݈
߁
਍
அ
の
実
ࢪ
、

ҩ
ࢣ
か
ら
の
意
見
ௌ
取
お
よ

び
事
後
ા
ஔ
な
ど
の
実
ࢪ
の

ప
ఈ

・
一
ൠ
݈
߁
਍
அ
݁
Ռ
の
記

࿥
の
อ
ଘ
、
労
働
基
४
؂
ಜ

ॺ
へ
の
報
告
の
ప
ఈ

・
一
ൠ
݈
߁
਍
அ
݁
Ռ
に
基

づ
く
必
要
な
労
働
者
に
対
す

る
ҩ
ࢣ
ま
た
は
อ
݈
ࢣ
に
よ

東
京
運
輸
支
局
は
10
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
、
ྩ
和
８

年
度
੔
උ
؅
ཧ
者（
બ
೚
後
）

ݚ
म（
ト
ラ
ッ
ク
対
象
）を

６
回
開
催
す
る
。

受
ߨ
対
象
者
は
、
①
今
年

度
、
新
た
に
੔
උ
؅
ཧ
者
に

બ
೚
さ
れ
た
者（
９
年
度
຤

ま
で
に
受
ߨ
ٛ
務
）、②
ݱ

ࡏ
、
੔
උ
؅
ཧ
者
に
બ
೚
さ

れ
て
い
る
者
で
、７
年
度
中

に
同
ݚ
म
を
受
ߨ
し
て
い
な

い
者
。˞
受
ߨ
ٛ
務（
２
年
に

１
回
）の
な
い
者
や
ิ
ॿ
者

た
だ
、
長
時
間
労
働
へ
の

対
応
を
؇
め
る
わ
け
で
は
な

い
。
ް
労
省
は
、
各
事
業
場

の
実
ଶ
か
ら
、
過
重
労
働
に

よ
る
݈
߁
ো
֐
が
生
じ
る
ڪ

れ
が
高
い
場
合
に
は
、
こ
れ

ま
で
通
り
必
要
な
ࢦ
ಋ
を
行

う
と
し
て
い
る
。

な
ど
の
受
ߨ
は
控
え
る
こ
と
。

開
催
日
ఔ・会
場
な
ど
は
、

表
の
通
り
。
ݚ
म
時
間
は
各

日
ޕ
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

で
、
஗
ࠁ
・
ૣ
ୀ
は
認
め
ら

れ
な
い
。

受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
９

月
14
日
か
ら
で
、
10
月
開
催

分
は
10
月
５
・
13
日
ま
で
、

11
・
12
月
開
催
分
は
各
実
ࢪ

日
の
２
ि
間
前
ま
で
。

今
年
度
か
ら
、
会
場
で
の

ݚ
म
は
ߨ
ٛ
動
画
を
ࢹ
ௌ
す

る
ܗ
式
と
な
る
。
ݚ
म
資
料

（
テ
Ω
ス
ト
）の
会
場
で
の

഑
付・ൢ
売
は
し
な
い
た
め
、

必
要
な
場
合
は
、
事
前
に
東

運
支
局
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝

̥
）か
ら
μ
΢
ン
ロ
ー
ド
し
、

各
自
で
用
意
す
る
こ
と
。
ݚ

म
当
日
の
੔
උ
؅
ཧ
者
手
ா

の
ൢ
売
は
な
い
た
め
、
手
ா

を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
म

ྃ
ূ
が
交
付
さ
れ
る
。

ま
た
、昨
年
度
と
同
༷
に
、

同
ݚ
म
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ݚ
म

も
実
ࢪ
す
る
༧
定
。

申
し
込
み
は
、
自
動
車
੔

උ
関
܎
ݚ
म
オ
ン
ラ
イ
ン
༧

約
α
イ
ト
か
ら
の
事
前
༧
約

制
。
ి
࿩
・
̛
̖
̭
・
メ
ー

ル
に
よ
る
受
付
は
行
わ
な
い
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
運
支
局
̝
̥

を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
運

支
局
੔
උ
・
อ
安
部
໳（
ὸ

03
・
３
４
５
８
・
９
２
３
１

ʗ
Ի
੠
ガ
イ
μ
ン
ス
３
）

४
に
、
１
か
月
45
時
間
以
಺

へ
の
࡟
減
を
求
め
る
一
཯
の

ࢦ
ಋ
を
見
௚
す
。
今
後
は
、

各
事
業
場
が
36
協
定
で
定
め

る
݈
߁
・
෱
ࢱ
確
อ
ા
ஔ
の

実
ࢪ
状
況
を
重
点
的
に
確
認

し
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
ࢦ
ಋ
を
行
う
。

こ
と
を
౿
ま
え
、「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
は
ほ
と
ん
ど
が

中
小
事
業
者
で
あ
り
、
多
く

の
事
業
者
は
ՙ
主
と
の
交
ব

ྗ
が
ۃ
め
て
ऑ
い
」と
ࢦ
ఠ
。

ՙ
主
の
ཧ
解
と
協
ྗ
が
不
Մ

ܽ
と
し
て
、
実
ޮ
性
の
あ
る

制
度
と
な
る
こ
と
を
求
め
た
。

続
い
て
、
馬
౉
෭
会
長
が

「
適
正
ݪ
価
の
制
度
設
計
及

び
運
用
に
関
す
る
意
見
・
要

望
」
に
つ
い
て
આ
明
。
適
正

ݪ
価
制
度
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
適
正
な
賃
金
を

支
払
う
た
め
の
ݪ
資
の
ࠜ
װ

と
な
る
制
度
で
あ
る
と
し
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
、
特

に
実
運
送
を
୲
う
中

小
事
業
者
の
実
ଶ
に

ଈ
し
た
、
き
め
ࡉ
か

な
制
度
設
計
を
要
望

し
た
。
ま
た
、
ՙ
主

と
の
交
ব
ྗ
が
ऑ
い

事
業
者
が
、
運
賃
交

ব
の
際
に
ࢀ
ߟ
ࢦ
ඪ

と
し
て
活
用
で
き

る
、
実
用
的
な
モ
デ

ル
運
賃
・
タ
Ϧ
フ
と

適
用
方
౳
を
別
途
示

す
と
と
も
に
、
ՙ
主

と
の
運
賃
交
ব
に
当

た
っ
て
の
具
体
的
な

る
อ
݈
ࢦ
ಋ
の
実
ࢪ

・
小
規
模
事
業
場
に
お
け
る

留
意
事
項

・
地
域
อ
݈
と
の
連
）ܞ
コ

ラ
Ϙ
ϔ
ル
ス
）

・
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る

留
意
事
項

・
೿
ݣ
労
働
者
の
݈
߁
਍
அ

・
ݸ
人
事
業
者
౳
に
関
す
る

留
意
事
項

ᾈ
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

の
適
切
な
実
ࢪ
な
ど

ᾉ
݈
߁
อ
持
増
ਐ
ા
ஔ
な
ど

の
適
切
な
実
ࢪ

ᾊ
৬
場
環
境
に
起
Ҽ
す
る
࣬

ප
の
防
止
の
ਪ
ਐ

ᾋ
࣏
ྍ
と
ब
業
の
྆
ཱ
支
ԉ

の
प
知

特
に
、
小
規
模
事
業
場
で

は
定
期
݈
߁
਍
அ
、
事
後
ા

ஔ
な
ど
お
よ
び
อ
݈
ࢦ
ಋ
の

実
ࢪ
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、

労
働
者
数
50
人
ະ
ຬ
の
事
業

場
も
含
め
、
全
て
の
事
業
場

で
取
り
組
Ή
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
労
働
者
の
݈
߁

؅
ཧ
を
適
切
に
ߨ
ず
る
た

め
、
ҩ
ࢣ
か
ら
の
意
見
ௌ
取

を
౿
ま
え
、
必
要
な
事
後
ા

ஔ
ま
で
確
実
に
実
ࢪ
す
る
よ

う
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

ਐ
め
方
な
ど
を
示
す
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
、
国
で
作
੒
す
る

よ
う
求
め
た
。
さ
ら
に
、
交

ব
が
೉
ߤ
し
た
場
合
に
事
業

者
が
相
ஊ
で
き
る
ৗ
設
૭
ޱ

を
設
ஔ
す
る
な
ど
、
国
に
よ

る
強
ྗ
な
支
ԉ
を
ૌ
え
た
。

同
検
討
会
で
は
、
適
正
ݪ

価
の
設
定
に
向
け
、
①
料
金

の
Ґ
ஔ
付
け
・
取
り
ѻ
い
、

②
適
正
ݪ
価
の
運
賃
・
料
金

水
४
へ
の
影
響
、③
実
車
率・

回
送
料
金
の
取
り
ѻ
い
、
ᶆ

物
流
ޮ
率
化
の
イ
ン
η
ン
テ

ィ
ブ
の
୲
อ
、
ᶇ
物
価
変
動

へ
の
対
応
・
改
定
ස
度
、
ᶈ

輸
送
の
安
全
確
อ
の
た
め
に

必
要
な
経
費
、
ᶉ
事
業
を
継

続
し
て
਱
行
す
る
た
め
に
必

要
不
Մ
ܽ
な
౤
資
の
ݪ
資
、

ᶊ
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
・
ՙ
主

౳
に
よ
る
実
務
໘
で
の
対
応

Ổ
Ổ
な
ど
に
つ
い
て
議
࿦
し

た
。な

お
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
ೋ
法
に
関
す
る
੓
ࡦ
資
料

や
情
報
を
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ

（
̝
̥
）で
公
開
し
て
お
り
、

今
回
の
検
討
会
で
഑
付
さ
れ

た
資
料
へ
の
Ϧ
ン
ク
な
ど
も

ܝ
ࡌ
す
る
༧
定
。
会
員
事
業

者
か
ら
同
法
に
関
す
る
࣭
問

も
受
け
付
け
て
い
る
。
ৄ
ࡉ

は
、東
ト
協
̝
̥
を
ࢀ
র
。

開催日 会　場 住　所
10月13日（火） きゅりあん 品川区東大井5−18−1−8F
10月27日（火） かめありリリオホール 葛飾区亀有3−26−1 リリオ亀有9F
11月４日（水） タワーホール船堀 江戸川区船堀4−1−1−5F
11月10日（火） かめありリリオホール 葛飾区亀有3−26−1 リリオ亀有9F
12月３日（木） 小金井宮地楽器ホール（大ホール） 小金井市本町6−14−45−3F
12月16日（水） 小金井宮地楽器ホール（大ホール） 小金井市本町6−14−45−3F

一
般
健
診
と
事
後
措
置
の
徹
底
を

「適正原価の設定に向けた有識者検討会」国交省
第２回

９
月「
職
場
の
健
診
実
施
強
化
月
間
」

厚
労
省健康・福祉確保措置重点に厚労省

時間外労働指導見直しへ

10
月
以
降
６
回

全
ト
協
、実
効
性
あ
る
制
度
を
求
め
る

東
運

支
局

整
備
管
理
者（
選
任
後
）研
修
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「
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２

６
」
が
９
月
12

日
、
渋
谷
区
の

代
々
木
公
園
で
行
わ
れ

る
。
２
０
１
５
年
に
大
田

区
の
平
和
島
公
園
で
開
催

さ
れ
た
プ
レ
・
フ
ェ
ス
タ

を
皮
切
り
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
中
止
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
を
挟
み
な
が

ら
、
こ
こ
ま
で
継
続
し
て

き
た
◆
２
０
０
６
年
に

は
、
文
京
区
の
ラ
ク
ー
ア

で
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
イ

ベ
ン
ト
「
グ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

か
れ
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
は
、
規
模
に
応

じ
た
費
用
や
人
手
が
必
要

と
な
る
。
交
付
金
が
減
少

す
る
中
、
会
員
か
ら
協
賛

金
を
募
る
な
ど
、
時
代
に

合
わ
せ
て
開
催
方
法
を
工

夫
す
る
こ
と
は
必
然
で
、

フ
ェ
ス
タ
実
行
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
知
恵
を
絞
っ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
◆
物
流

業
界
で
も
大
手
企
業
は
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
を
通
じ

企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
と
と
も

に
、
安
全
や
環
境
へ
の
取

り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
。
中
小
企
業
に
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
よ
る
広
報

活
動
は
大
き
な
意
味
を
持

つ
◆
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

新
聞
広
告
や
ラ
ジ
オ
番

組
、
児
童
絵
画
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
、
何
が
正
解

と
い
う
も
の
は
な
い
。
業

界
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
る
た
め
、
何
が
で

き
る
の
か
幅
広
く
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

同じ数字には同
じ文字、違う数
字には違う文字
を入れ、意味の
ある言葉になる
よう盤面を埋め
てください。完
成後、解答欄に
できる言葉が答
えです。

ナンクロ

1 2 3 4 5 1 4 3 1 8 7

6 13 9 5 12 6 11 9 1 10

1 5 6 7 11 6 10 5 5 10

5 7 13 11 12 13 9 14 7

10 14 13 9 11 11 15 3 7

1 9 5 7 5 11 5 7 14 14

12 6 7 12 14 9 2 14 10 15 3

13 15 9 8 9 9 2 6 11

8 3 9 6 12 13 2 3 9 4

7 10 8 3 4 11 1 2 7 4

9 8 3 10 6 11 15 7 1

5 8 3 5 1 15 3 9 3 10

10 1 5 7 9 5 1 2 4 6

ジ ユ ウ ゴ ヤ

応 募 方 法
☆インターネット応募の場合
解答フォームをご利用ください。東ト協ＨＰ
トップ「会員の皆様へ」をクリックし、「東京
都トラック時報」から「パズル＆クイズ解答
フォーム」へご入力ください。
https://www.totokyo.or.jp/

☆はがき応募の場合
官製はがきに、①答え ②郵便番号・住所③会社名 ④氏名 
⑤年齢 ⑥本紙へのご意見・ご要望を明記し、お送りください。
〒160-0004 新宿区四谷３－１－８
（一社）東京都トラック協会
総務部広報・情報Ｇ「トラック時報」係

●正解者の中から抽選で３名様に図書カード（1,000円分）をプレゼントします。
●応募締切　９月末日（正解は10月10日号に掲載）

by 冴戒 椎也

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15
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※�大きい「ユ」と小さい「ュ」
などは、同じ文字として取り
扱います

［ チェック表 ］
14 11 10 12 6 4

［ 解答欄 ］

★�８月10日号「漢字折れ」の正解は「熱帯夜」でした。

買
い
物
の
た
び
に
値
上
が
り
の

影
響
を
実
感
し
や
す
い
の
が「
野

菜
」。
天
候
不
順
な
ど
を
背
景
に
、

価
格
変
動
が
続
い
て
い
る
。
農
林

水
産
省
の「
野
菜
の
生
育
状
況
及

び
価
格
見
通
し
に
つ
い
て
」で
は
、

９
月
は
品
目
に
よ
っ
て
価
格
に
差

が
出
る
見
通
し
で
、
ニ
ン
ジ
ン
、

レ
タ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ

ギ
な
ど
は
平
年
を
下
回
る
一
方
、

き
ゅ
う
り
や
ト
マ
ト
は
平
年
を
上

回
る
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
物
価
高
の
背
景
に

は
、
資
材
価
格
の
上
昇
に
加
え
、

物
流
費
や
人
件
費
の
増
加
な
ど
が

あ
る
。
長
引
く
物
価
高
の
中
、
低

価
格
の
カ
ッ
プ
麺
へ
の
需
要
も
高

ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
節
約
志
向

を
背
景
に
、「
具
な
し
カ
ッ
プ
麺
」

の
開
発
も
相
次
ぎ
、売
れ
行
き
は

上
々
と
い
う
。
少
し
で
も
安
い
も

の
を
求
め
る
消
費
者
の
生
活
防
衛

意
識
は
、ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い

る
。

げ
が
４
９
２
３
品
目
に

達
し
、
前
年
同
月
の
１

４
６
７
品
目
か
ら
約
３

倍
に
増
え
た
と
発
表
し

た
。
単
月
の
値
上
げ
品

目
数
で
は
、
統
計
の
あ

る
２
０
２
２
年
以
降
で

過
去
４
番
目
に
多
か
っ

た
と
い
う
。

近
年
、生
活
を
取
り
巻
く
物
価

高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。
中
東
情
勢

の
緊
迫
化
を
受
け
た
包
装
資
材

の
コ
ス
ト
増
が
価
格
に
反
映
さ

れ
た
ほ
か
、人
件
費
や
輸
入
価
格

を
押
し
上
げ
る
円
安
も
、値
上
げ

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
８
月

31
日
、主
要
な
食
品
メ
ー
カ
ー
１

９
５
社
を
調
査
し
た
９
月
の
値
上

第168回

まちかど写真家 筑峯  総太

止まらぬ 物価高
分
野
別
で
は
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
類
、し
ょ
う
ゆ
な

ど
の
調
味
料
が
１
９
５
９
品
目
で

最
も
多
く
、加
工
食
品
の
１
８
４

８
品
目
、
酒
類
・
飲
料
の
４
６
６

品
目
と
続
く
。年
間
の
値
上
げ
は
、

11
月
ま
で
の
判
明
分
で
１
万
９
０

８
３
品
目
に
達
し
、昨
年
の
２
万

６
０
９
品
目
を
上
回
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

１
．
令
和
８
年
度
地
域
別
最

低
賃
金
額
の
改
定

毎
年
10
月
に
地
域
別
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
も
改
定
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。

本
年
７
月
28
日
の
中
央
最

低
賃
金
審
議
会（
中
賃
）で

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
今
年
度

の
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定

の
目
安
に
つ
い
て
の
答
申

に
よ
る
と
、
全
都
道
府
県
加

重
平
均
で
55
円（
４
・
９
％
）

の
引
き
上
げ
が
目
安
と
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
度
の
66
円

（
６・３
％
）と
比
較
す
る
と
、

引
き
上
げ
額
・
率
は
低
下
し

た
も
の
の
、
引
き
続
き
大
幅

な
改
定
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
答
申
に
基
づ
き
、
各

都
道
府
県
労
働
局
に
設
け
ら

れ
た
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

で
、
改
定
額
が
答
申
さ
れ
、

改
定
額
の
全
国
加
重
平
均
額

は
１
１
７
７
円
に
な
り
ま
し

た
。
関
東
地
区
で
は
、
東
京

都
と
神
奈
川
県
が
そ
れ
ぞ
れ

54
円
引
き
上
げ
の
１
２
８
０

円
、
１
２
７
９
円
と
、
い
ず

れ
も
目
安
通
り
の
答
申
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
埼
玉

県
と
千
葉
県
は
そ
れ
ぞ
れ
55

円
引
き
上
げ
の
１
１
９
６

円
、
１
１
９
５
円
、
栃
木
県

と
群
馬
県
は
そ
れ
ぞ
れ
57
円

引
き
上
げ
の
１
１
２
５
円
、

１
１
２
０
円
と
、
い
ず
れ
も

目
安
を
上
回
り
ま
し
た
。
特

に
茨
城
県
は
62
円
引
き
上
げ

の
１
１
３
６
円
で
、
目
安
を

大
き
く
上
回
る
答
申
と
な
っ

て
お
り
、
中
賃
が
示
し
た
目

安
を
上
回
る
答
申
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
は
最
低
賃

金
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
に

伴
い
、
改
定
日
は
都
道
府
県

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま

し
た
。
本
年
度
の
関
東
地
区

で
は
、東
京
都
、神
奈
川
県
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
栃
木
県

が
10
月
１
日
、
群
馬
県
が
10

月
３
日
、
茨
城
県
が
10
月
18

日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
賃

金
計
算
期
間
の
途
中
で
あ
っ

て
も
、
改
定
日
以
降
の
労
働

に
つ
い
て
は
、
改
定
後
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。本

年
は
、
中
東
情
勢
な
ど

に
よ
る
燃
料
費
や
そ
の
他
物

価
の
高
騰
な
ど
に
伴
う
コ
ス

ト
増
加
に
よ
り
、
引
き
続
き

運
送
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
が
厳
し
い
中
、６
年
連
続

で
最
低
賃
金
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。改
め
て
、

自
社
の
賃
金
支
払
い
に
最
低

賃
金
法
上
の
問
題
が
な
い
か

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

２
．
最
低
賃
金
の
チ
ェ
ッ
ク

方
法
と
留
意
点

⑴
最
低
賃
金
の
チ
ェ
ッ
ク

方
法各

社
で
支
払
わ
れ
る
賃
金

が
、
最
低
賃
金
額
以
上
と
な

っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
に

は
、
最
低
賃
金
の
対
象
と
な

る
賃
金
額
を
次
の
方
法
で
時

間
額
に
換
算
し
、
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
額
と
比
較
し
ま

す
。
な
お
、
す
べ
て
の
地
域

別
最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
最
低
賃
金
の
基
本
的
な
計

算
方
法
】

�
時
間
給
制
の
場
合
：
時

間
給
≧
最
低
賃
金
額

�
日
給
制
の
場
合
：
日
給

÷
１
日
の
所
定
労
働
時
間
≧

最
低
賃
金
額

�
月
給
制
の
場
合
：
月
給

÷
１
か
月
平
均
所
定
労
働
時

間
≧
最
低
賃
金
額

�
出
来
高
払
制
そ
の
他
の

請
負
制
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
賃
金
の
場
合
：（
出
来
高

払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ

っ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
の
総

額
）
÷（
出
来
高
払
制
そ
の

他
の
請
負
制
で
労
働
し
た
総

労
働
時
間
数
）
≧
最
低
賃
金

額
�
前
記
�
～
�
の
組
み
合

わ
せ
の
場
合
：
例
え
ば
基
本

給
が
日
給
制
で
、
各
手
当
が

月
給
制
な
ど
の
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
計
算
式
で
時
間
額

に
換
算
し
た
額
の
合
計
額
と

最
低
賃
金
額
を
比
較
し
ま

す
。⑵

最
低
賃
金
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
際
の
留
意
点

基
本
的
な
チ
ェ
ッ
ク
方
法

は
前
記
の
通
り
で
す
が
、
各

社
の
賃
金
体
系
を
当
て
は
め

て
確
認
す
る
場
合
に
は
、
次

の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

①
賃
金
体
系
に
お
け
る
手

当
項
目
の
う
ち
、
精
皆
勤
手

当
・
家
族
手
当
・
通
勤
手
当

に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
と

の
比
較
を
行
う
際
、
こ
れ
ら

の
手
当
を
控
除
し
た
額
と
最

低
賃
金
額
を
比
較
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
賃
金
体
系
に
お
け
る
手

当
項
目
の
う
ち
、
例
え
ば
長

距
離
手
当
、乗
務
手
当
な
ど
、

前
記
①
に
該
当
し
な
い
手
当

に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
と

の
比
較
を
行
う
際
、
こ
れ
ら

の
手
当
を
含
め
て
算
定
し
た

額
と
最
低
賃
金
額
を
比
較
し

ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
手
当

が「
時
間
外
割
増
賃
金
・
休

日
割
増
賃
金
・
深
夜
割
増
賃

金
」（
残
業
代
）に
該
当
す
る

手
当
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
最
低
賃
金
と
の

比
較
に
含
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
残
業

代（
割
増
賃
金
）に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い

る
手
当
を
控
除
し
た
額
と
最

低
賃
金
額
を
比
較
し
ま
す
。

ま
た
、
基
本
給
に
一
定
時

間
分
の
残
業
代
を
含
め
て
い

る
場
合
や
、
固
定
残
業
代
を

支
給
し
て
い
る
場
合
も
、
残

業
代（
割
増
賃
金
）に
該
当

す
る
部
分
を
控
除
し
た
上

で
、
最
低
賃
金
額
と
比
較
し

ま
す
。

③
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
設

定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い「
無

事
故
手
当
」
に
つ
い
て
は
、

最
低
賃
金
と
の
比
較
を
行
う

際
、
無
事
故
手
当
を
含
め
て

算
定
し
た
額
と
最
低
賃
金
額

を
比
較
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
故
を
起
こ

す
な
ど
し
て
無
事
故
手
当
を

減
額
ま
た
は
不
支
給
と
す
る

と
き
は
、
減
額
ま
た
は
不
支

給
と
し
た
後
の
賃
金
額
が
、

最
低
賃
金
額
以
上
と
な
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
無
事
故
手

当
を
除
い
て
も
最
低
賃
金
額

以
上
と
な
る
賃
金
設
定
が
望

ま
れ
ま
す
。

３
．
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
一
層
の
取
り
組
み
の

必
要
性

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
所
定
労
働
時
間
に

対
す
る
賃
金
額
が
上
昇
す

る
と
、時
間
外
、休
日
、深
夜

の
割
増
賃
金
額
も
上
昇
し
ま

す
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
よ
る
人
件
費
の
コ
ス
ト
上

昇
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
に

は
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
る

労
働
時
間
の
短
縮
が
重
要
で

す
。
こ
れ
は
、
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
へ
の
対
応
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
の
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
契
機

に
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
応
を
さ
ら
に
強
化

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

「
８
年
度
の
最
低
賃
金
額
の
改
定
に
つ
い
て
」


